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はじめに

『Sun™ Cluster 3.1 10/03の概念』には、SunPlex™システムに関する概念の説明と参
照情報が記載されています。SunPlexシステムでは、Sunのクラスタソリューション
を構成するすべてのハードウェア/ソフトウェアコンポーネントがサポートされま
す。

このマニュアルは、Sun Clusterソフトウェアについて知識のある、経験豊富なシステ
ム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しないでください。こ
のマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置とソフトウェア
を用意しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、SunPlexシステムと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに
関する専門知識が必要です。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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関連マニュアル

説明内容 タイトル パート番号

インストール 『Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェア
のインストール』

817–4328

ハードウェア 『 Sun Cluster 3.x Hardware
Administration Manual』

817-0168

『Sun Cluster 3.x Hardware
Administration Collection』は
http://docs.sun.com/から参照
できます。

データサービス 『Sun Cluster 3.1データサービスの
計画と管理』

817–4317

『Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03
Collection』は
http://docs.sun.com/から参照
できます。

API開発 『Sun Cluster 3.1 10/03データサービ
ス開発ガイド』

817–4330

管理 『 Sun Cluster 3.1 10/03のシステム
管理』

817–4327

エラーメッセージ 『Sun Cluster 3.1 Error Messages
Guide』

817–0521

マニュアルページ 『Sun Cluster 3.1 10/03 Reference
Manual』

817–0522

リリースノート 『 Sun Cluster 3.1 10/03ご使用にあ
たって』

817–4522

Sun Cluster 3.x Release Notes
Supplement

816-3381

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。
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問い合わせについて
SunPlexシステムのインストールまたは使用で問題が発生した場合は、ご購入先に連
絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のリリース番号 (例: Solaris 9)
� Sun Clusterソフトウェアのバージョン番号 (例: Sun Cluster 3.1)

システムの各ノードに関する情報を収集するには、次のコマンドを使用してくださ
い。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

prtdiag -v システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterソフトウェアのリリースおよびパッケージのバージョン情報
を表示します

scstat クラスタの状態のスナップショットを提供します

scconf –p クラスタ構成情報を表示します

scrgadm -p インストールされているリソースやリソースグループ、リソースタイプの
情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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第 1章

基本知識と概要

SunPlexシステムはハードウェアと Sun Clusterソフトウェアが統合されたソリュー
ションであり、高度な可用性とスケーラビリティを備えたサービスを提供するために
使用されます。

このマニュアルでは、 SunPlexのマニュアルの読者に必要な概念について説明しま
す。次の読者を対象としています。

� クラスタハードウェアを設置して保守を行う担当者

� Sun Clusterソフトウェアをインストール、構成、管理するシステム管理者
� 現在 Sun Cluster製品に含まれていないアプリケーション用のフェイルオーバー
サービスやスケーラブルサービスを開発するアプリケーション開発者

このマニュアルは、SunPlexの他のマニュアルと合わせて、SunPlexシステムの全体
を説明するものです。

この章では、次の内容について説明します。

� SunPlexの基本知識と概要
� SunPlexの各ユーザーごとの役割と参照する情報
� SunPlexで作業するにあたって理解する必要がある重要な概念
� 重要な概念に関連する手順と情報を記載した SunPlexのマニュアル
� クラスタに関連する作業と、これらの作業手順が記載されたマニュアル

SunPlexシステムの基本知識
SunPlexシステムは、Solarisオペレーティング環境をクラスタオペレーティングシス
テムに拡張するものです。クラスタまたは plexとは、緩やかに結合された処理ノード
の集合のことで、データベース、Webサービス、ファイルサービスなどのネットワー
クサービスやアプリケーションを、クライアントからは 1つのシステムに見える形で
提供します。
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各クラスタノードは、それ自身のプロセスを実行するスタンドアロンサーバーです。
これらのプロセスは、相互にやりとりすることによって、ユーザーに提供するアプリ
ケーション、システムリソース、データを (ネットワーククライアントにとって) 1つ
のシステムのように形成します。

クラスタには、従来の単一サーバーシステムと比較した場合、いくつかの利点があり
ます。これらの利点には、フェイルオーバーサービスとスケーラブルサービスのサ
ポート、モジュールの成長に対応できる容量、従来のハードウェアフォルトトレラン
トシステムよりも低価格の製品といったものがあります。

次に、SunPlexの導入目的を示します。

� ソフトウェアまたはハードウェアの障害が原因のシステム停止時間を短縮、または
完全になくします。

� 単一サーバーシステムを停止させるような障害が発生しても、エンドユーザーへの
データとアプリケーションの可用性を保証します。

� クラスタにノードを追加し、追加したプロセッサに応じたサービスを提供できるよ
うにすることで、アプリケーションのスループットを向上させます。

� クラスタ全体を停止しなくても保守を実行できるようにすることで、システムの可
用性を強化します。

高可用性とフォルトトレランスの比較
SunPlexシステムは、高可用性 (HA)システムとして設計されています。つまり、
データとアプリケーションに対し、ほぼ連続的なアクセスを可能にするシステムで
す。

これに対して、フォルトトレラントのハードウェアシステムは、データとアプリケー
ションに対する一定したアクセスを可能にしますが、特殊なハードウェアが必要なた
め、コストが高くなります。また、通常はソフトウェアの障害を考慮していません。

SunPlexシステムは、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせによって高可用性を
実現しています。冗長なクラスタインターコネクト、記憶装置、パブリックネット
ワークは、単一の障害に対する防護策となります。クラスタソフトウェアは、メン
バーノードの状態を常に監視し、障害が発生したノードがクラスタに属さないように
してデータの破壊を防止します。また、クラスタは、サービスとそれが依存するシス
テムリソースを監視し、障害が発生した場合にサービスの処理の継続や再開を行いま
す。

高可用性については、87ページの「高可用性に関する FAQ」を参照してください。
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SunPlexシステムのフェイルオーバーとスケーラビ
リティ
SunPlexシステムを使用すると、フェイルオーバーまたはスケーラブルのどちらかを
ベースにしてサービスを実装できます。通常、フェイルオーバーサービスは可用性
(冗長性)のみが高く、スケーラブルサービスは可用性が高いとともに、パフォーマン
スも向上します。同じクラスタでフェイルオーバーサービスとスケーラブルサービス
を両方ともサポートできます。

フェイルオーバーサービス
フェイルオーバーとは、クラスタが、障害の発生した主ノードから指定した二次ノー
ドにサービスを自動的に再配置するプロセスのことです。フェイルオーバーに
よって、Sun Clusterソフトウェアは高い可用性を実現します。

フェイルオーバーが発生すると、クライアントで、サービスが短時間中断し、フェイ
ルオーバーの終了後に再接続しなければならない場合があります。しかし、クライア
ントは、サービスの提供元である物理サーバーを認識しません。

スケーラブルサービス
フェイルオーバーは冗長性に関係していますが、スケーラビリティは負荷に関係なく
一定した応答時間とスループットを提供します。スケーラブルサービスは、1つのク
ラスタにある複数のノードに作用し、アプリケーションを同時に実行するため、パ
フォーマンスは向上します。スケーラブルな構成では、クラスタ内の各ノードは、
データを提供して、クライアント要求を処理することができます。

フェイルオーバーとスケーラブルサービスの詳細については、56ページの「データ
サービス」を参照してください。

SunPlexシステムの概要
この節では、 SunPlexシステムのユーザーを 3種類に分け、各ユーザーに関連する概
念とマニュアルについて説明します。各ユーザーは次のとおりです。

� ハードウェア保守担当者
� システム管理者
� アプリケーションプログラマ
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ハードウェア保守担当者
ハードウェア保守担当者にとって、SunPlexシステムは、サーバー、ネットワーク、
および記憶装置を含む市販のハードウェアの集合に見えます。これらのコンポーネン
トは、すべてのコンポーネントにバックアップがあり、単一の障害によってシステム
全体が停止しないように配線されています。

重要な概念 (ハードウェア保守担当者)
ハードウェア保守担当者は、クラスタに関する次の概念を理解する必要があります。

� クラスタハードウェアの構成と配線

� 設置と保守 (追加、取り外し、交換)

� ネットワークインタフェースコンポーネント (アダプタ、接続点、ケーブル)
� ディスクインタフェースカード
� ディスクアレイ
� ディスクドライブ
� 管理コンソールとコンソールアクセスデバイス

� 管理コンソールとコンソールアクセスデバイスの設定

参照箇所 (ハードウェア保守担当者)
次の項には、前述の重要な概念に関連する説明が記載されています。

� 20ページの「クラスタノード」
� 22ページの「多重ホストディスク」
� 24ページの「ローカルディスク」
� 24ページの「クラスタインターコネクト」
� 25ページの「パブリックネットワークインタフェース」
� 26ページの「クライアントシステム」
� 26ページの「管理コンソール」
� 26ページの「コンソールアクセスデバイス」
� 28ページの「クラスタペアトポロジ」
� 29ページの「N+1 (星型)トポロジ」

SunPlexの関連マニュアル (ハードウェア保守担当者)
次の SunPlexのマニュアルには、ハードウェア保守の概念に関連する手順と情報が記
載されています。

� 『Sun Cluster 3.1 Hardware Guide』
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システム管理者
システム管理者にとって、SunPlexシステムは、ケーブルによって接続された、記憶
装置を共有するサーバー (ノード)の集合に見えます。システム管理者は、次のソフト
ウェアを扱います。

� クラスタノード間のコネクティビティを監視するための、Solarisソフトウェアに
統合された専用のクラスタソフトウェア

� クラスタノードで実行されるユーザーアプリケーションプログラムの状態を監視す
るための専用のソフトウェア

� ディスクを設定して管理するためのボリューム管理ソフトウェア

� 直接ディスクに接続されていないものも含め、すべてのノードが、すべての記憶装
置にアクセスできるようにするための専用のクラスタソフトウェア

� ファイルがすべてのノードに対してローカルに接続されているように表示するため
の専用のソフトウェア

重要な概念 (システム管理者)
システム管理者は、次の概念とプロセスについて理解する必要があります。

� ハードウェアとソフトウェアの間の対話

� クラスタをインストールして構成する方法の一般的な流れ

� Solarisオペレーティング環境のインストール

� Sun Clusterソフトウェアのインストールと構成

� ボリューム管理ソフトウェアのインストールと構成

� クラスタを動作可能状態にするためのアプリケーションソフトウェアのインス
トールと構成

� Sun Clusterデータサービスソフトウェアのインストールと構成

� クラスタハードウェアとソフトウェアのコンポーネントを追加、削除、交換、およ
びサービス提供するためのクラスタ管理手順

� パフォーマンスを向上させるための構成の変更方法

参照個所 (システム管理者)
次の項には、前述の重要な概念に関連する説明が記載されています。

� 34ページの「管理インタフェース」
� 35ページの「高可用性フレームワーク」
� 39ページの「広域デバイス」
� 40ページの「ディスクデバイスグループ」
� 42ページの「広域名前空間」
� 44ページの「クラスタファイルシステム」
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� 50ページの「定足数と定足数デバイス」
� 55ページの「ボリューム管理ソフトウェア」
� 56ページの「データサービス」
� 68ページの「リソース、リソースグループ、リソースタイプ」
� 80ページの「パブリックネットワークアダプタと IPネットワークマルチパス」
� 第 4章

参照箇所 (システム管理者)
次の SunPlexのマニュアルには、システム管理者の概念に関連する手順と情報が記載
されています。

� 『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』
� 『Sun Cluster 3.1のシステム管理』
� 『Sun Cluster 3.1 Error Messages Guide』
� 『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』
� 『Sun Cluster 3.1 ReleaseNotes Supplement』

アプリケーションプログラマ
SunPlexシステムでは、NFS、DNS、Sun™ ONE Web Server、Apache Web Server、
Sun™ ONE Directory Serverといったアプリケーションがデータサービスとしてサ
ポートされます。データサービスを作成するには、既成のアプリケーションを Sun
Clusterソフトウェアの制御下で動作するように設定する必要があります。Sun
Clusterソフトウェアには、このようなアプリケーションの起動や停止、監視を行う
構成ファイルと管理メソッドが含まれています。フェイルオーバーサービスやスケー
ラブルサービスを新たに作成する必要がある場合には、SunPlexアプリケーションプ
ログラミングインタフェース (API)やデータサービス実現技術API (DSET API)を使
用し、アプリケーションをクラスタ上のデータサービスとして実行するために必要な
構成ファイルや管理メソッドを作成することができます。

重要な概念 (アプリケーションプログラマ)
アプリケーションプログラマは、次の点について理解する必要があります。

� 各アプリケーションの特性。アプリケーションをフェイルオーバーまたはスケーラ
ブルデータサービスとして実行できるかどうかを判断する必要があります。

� Sun Cluster API、DSET API、汎用データサービス。プログラマは、各自のアプリ
ケーションをクラスタ環境に合わせて構成するプログラムまたはスクリプトを記述
するために、どのツールが最も適しているかを判断する必要があります。

参照箇所 (アプリケーションプログラマ)
次の項には、前述の重要な概念に関連する説明が記載されています。

� 56ページの「データサービス」
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� 68ページの「リソース、リソースグループ、リソースタイプ」
� 第 4章

SunPlex関連マニュアル (アプリケーションプログラマ)
次の SunPlexのマニュアルには、アプリケーションプログラミングの概念に関連する
手順と情報が記載されています。

� 『Sun Cluster 3.1データサービス開発ガイド』
� 『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』

SunPlexシステムの作業
すべての SunPlexシステムの作業には、いくつかの概念的な予備知識が必要です。次
の表は、作業と作業手順が記載されたマニュアルを示したものです。このマニュアル
の概念に関する章では、各概念がこれらの作業とどのように対応するかを説明しま
す。

表 1–1作業マップ:ユーザーの作業と参照するマニュアル

実行する作業 使用するマニュアル

クラスタハードウェアの設置 『Sun Cluster 3.1 Hardware Guide』

クラスタへの Solarisソフトウェアの
インストール

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

Sun™ Management Centerソフト
ウェアのインストール

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

Sun Clusterソフトウェアのインス
トールと構成

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

ボリューム管理ソフトウェアのイン
ストールと構成

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

各ボリューム管理ソフトウェアのマニュアル

Sun Clusterデータサービスのインス
トールと構成

『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構
成』

クラスタハードウェアの保守 『Sun Cluster 3.1 Hardware Guide』

Sun Clusterソフトウェアの管理 『Sun Cluster 3.1のシステム管理』

ボリューム管理ソフトウェアの管理 『Sun Cluster 3.1のシステム管理』および各ボリューム
管理ソフトウェアのマニュアル
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表 1–1作業マップ:ユーザーの作業と参照するマニュアル (続き)
実行する作業 使用するマニュアル

アプリケーションソフトウェアの管
理

各アプリケーションのマニュアル

問題の識別と対処方法 『Sun Cluster 3.1 Error Messages Guide』

新しいデータサービスの作成 『Sun Cluster 3.1データサービス開発ガイド』
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第 2章

重要な概念 –ハードウェアサービスプ
ロバイダ

この章では、SunPlexシステム構成のハードウェアコンポーネントに関連する重要な
概念について説明します。次のトピックについて述べます。

� 20ページの「クラスタノード」
� 22ページの「多重ホストディスク」
� 24ページの「ローカルディスク」
� 24ページの「リムーバブルメディア」
� 24ページの「クラスタインターコネクト」
� 25ページの「パブリックネットワークインタフェース」
� 26ページの「クライアントシステム」
� 26ページの「コンソールアクセスデバイス」
� 26ページの「管理コンソール」
� 27ページの「Sun Clusterトポロジの例」

SunPlexシステムハードウェアコンポー
ネント
ここで示す情報は、主にハードウェアサービスプロバイダを対象としています。これ
らの概念は、サービスプロバイダが、クラスタハードウェアの設置、構成、または
サービスを提供する前に、ハードウェアコンポーネント間の関係を理解するのに役立
ちます。またこれらの情報は、クラスタシステムの管理者にとっても、クラスタソフ
トウェアをインストール、構成、管理するための予備知識として役立ちます。

クラスタは、次のようなハードウェアコンポーネントで構成されます。

� ローカルディスク (非共有)を備えたクラスタノード
� 多重ホスト記憶装置 (ノード間で共有されるディスク)
� リムーバブルメディア (テープ、CD-ROM)
� クラスタインターコネクト
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� パブリックネットワークインタフェース
� クライアントシステム
� 管理コンソール
� コンソールアクセスデバイス

SunPlexシステムを使用すると、27ページの「Sun Clusterトポロジの例」で説明し
ているように、これらのコンポーネントを各種の構成に組み合わせることができま
す。

次の図は、クラスタの構成例です。

図 2–1 2ノードクラスタ構成の例

クラスタノード
クラスタノードとは、Solarisオペレーティング環境と Sun Clusterソフトウェアの両
方を実行するマシンのことで、クラスタの現在のメンバー (クラスタメンバー)または
潜在的なメンバーのどちらかです。Sun Clusterソフトウェアを使用すると、1つのク
ラスタに 2から 8台のノードを設定できます。サポートされるノード構成について
は、27ページの「Sun Clusterトポロジの例」を参照してください。
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一般的にクラスタノードは、1つまたは複数の多重ホストディスクに接続されます。
多重ホストディスクに接続されていないノードは、クラスタファイルシステムを使用
して多重ホストディスクにアクセスします。たとえば、スケーラブルサービスを 1つ
構成することで、ノードが多重ホストディスクに直接接続されていなくてもサービス
を提供することができます。

さらに、パラレルデータベース構成では、複数のノードがすべてのディスクへの同時
アクセスを共有します。パラレルデータベース構成については、22ページの「多重
ホストディスク」と第 3章を参照してください。

クラスタ内のノードはすべて、共通の名前 (クラスタ名)によってグループ化されま
す。この名前は、クラスタのアクセスと管理に使用されます。

パブリックネットワークアダプタは、ノードとパブリックネットワークを接続して、
クラスタへのクライアントアクセスを可能にします。

クラスタメンバーは、1つまたは複数の物理的に独立したネットワークを介して、ク
ラスタ内の他のノードとの通信を行います。物理的に独立したネットワークの集合
は、クラスタインターコネクトと呼ばれます。

クラスタ内のすべてのノードは、別のノードがいつクラスタに結合されたか、または
クラスタから切り離されたかを認識します。さらに、クラスタ内のすべてのノード
は、他のクラスタノードで実行されているリソースだけでなく、ローカルに実行され
ているリソースも認識します。

同じクラスタ内の各ノードの処理、メモリー、および入出力機能が同等で、パフォー
マンスを著しく低下させることなく処理を継続できることを確認してください。
フェイルオーバーの可能性があるため、すべてのノードに、バックアップまたは二次
ノードとしてすべてのノードの作業負荷を引き受けるのに十分な予備容量が必要で
す。

各ノードは、独自のルート (/)ファイルシステムを起動します。

クラスタハードウェアメンバー用のソフトウェアコンポー
ネント
クラスタメンバーとして機能するには、次のソフトウェアがインストールされていな
ければなりません。

� Solarisオペレーティング環境
� Sun Clusterソフトウェア
� データサービスアプリケーション

� ボリューム管理ソフトウェア (Solaris Volume Manager™または VERITAS Volume
Manager)

例外として、独立した複数のディスクのハードウェアによる冗長配列 (RAID)を使
用する構成があります。この構成には、通常、Solaris Volume Managerや
VERITAS Volume Managerなどのボリューム管理ソフトウェアは必要ありませ
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ん。

Solarisオペレーティング環境、Sun Cluster、およびボリューム管理ソフトウェアをイ
ンストールする方法については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を
参照してください。

データサービスをインストールして構成する方法については、『Sun Cluster 3.1デー
タサービスのインストールと構成』を参照してください。

前述のソフトウェアコンポーネントの概念については、第 3章を参照してください。

次の図は、Sun Clusterソフトウェア環境を構成するソフトウェアコンポーネントとそ
の関係を示しています。

図 2–2 Sun Clusterソフトウェアコンポーネントの相互の関係

クラスタメンバーに関して頻繁に寄せられる質問については、第 4章を参照してくだ
さい。

多重ホストディスク
多重ホストディスクとは、一度に複数のノードに接続できるディスクのことです。
Sun Cluster環境では、多重ホスト記憶装置によってディスクデバイスの可用性を強化
できます。2ノードクラスタでは、Sun Clusterは定足数を確立するために多重ホスト
ストレージを必要とします。3ノードより大きなクラスタでは、Sun Clusterは多重ホ
ストストレージを必要としません。
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多重ホストディスクには、次の特徴があります。

� 多重ホストディスクは、単一ノードの障害に耐えられます。

� 多重ホストディスクはアプリケーションデータだけでなく、アプリケーションバイ
ナリと構成ファイルも保存できます。

� 多重ホストディスクはノード障害を防止します。クライアント要求があるノードを
介してデータにアクセスしていて失敗した場合、これらの要求は、同じディスクへ
の直接接続を持つ別のノードを使用するようにスイッチオーバーされます。

� 多重ホストディスクは、ディスクのマスターとなる主ノードを介して広域的にアク
セスされるか、複数のローカルパスによって同時に直接アクセスされます。現在、
直接同時アクセスを使用するアプリケーションは Oracle Parallel Serverだけで
す。

ボリューム管理ソフトウェアは、多重ホストディスクのデータ冗長性に対して、ミ
ラー化された構成または RAID-5構成を提供します。現在、Sun Clusterは、ボリュー
ム管理ソフトウェアとして Solaris Volume Manager™と VERITAS Volume Manager
をサポートしています。さらに、いくつかのハードウェア RAIDプラットフォームで
RDAC RAID-5ハードウェアコントローラをサポートしています。

多重ホストディスクをミラー化およびストライプ化したディスクと組み合わせると、
ノードの障害および個々のディスクの障害の両方に対する防御策となります。

多重ホスト記憶装置については、第 4章を参照してください。

多重イニシエータ SCSI
この項は、多重ホストディスクに使用されるファイバチャネル記憶装置ではなく、
SCSI記憶装置にのみ適用されます。

スタンドアロンサーバーでは、サーバーノードが、このサーバーを特定の SCSIバス
に接続する SCSIホストアダプタ回路によって、SCSIバスのアクティビティを制御し
ます。この SCSIホストアダプタ回路は、SCSIイニシエータと呼ばれます。この回路
は、この SCSIバスに対するすべてのバスアクティビティを開始します。Sunシステ
ムの SCSIホストアダプタのデフォルト SCSIアドレスは 7です。

クラスタ構成では、多重ホストディスクを使用し、複数のサーバーノード間で記憶装
置を共有します。クラスタ記憶装置が SCSIデバイスまたは Differential SCSIデバイス
からなる場合、この構成は多重イニシエータ SCSIと呼ばれます。この用語が示すよ
うに、複数の SCSIイニシエータが SCSIバスに存在します。

SCSI仕様では、SCSIバスの各デバイスに一意の SCSIアドレスが必要 (ホストアダプ
タも、SCSIバス上のデバイスの 1つ)です。多重イニシエータ環境でデフォルトの
ハードウェア構成を行うと、すべての SCSIホストアダプタがデフォルトで 7に設定
されるため衝突が生じます。

この衝突を解決するには、各 SCSIバスで、SCSIアドレスが 7の SCSIホストアダプ
タを 1つ残し、他のホストアダプタには、未使用の SCSIアドレスを設定します。こ
れらの未使用の SCSIアドレスには、現在未使用のアドレスと最終的に未使用となる
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アドレスの両方を含めるべきです。将来未使用となるアドレスの例としては、新しい
ドライブを空のドライブスロットに設置することによる記憶装置の追加があります。
ほとんどの構成では、二次ホストアダプタに使用できる SCSIアドレスは 6です。

これらのホストアダプタに指定された SCSIアドレスは、Open Boot PROM (OBP)の
scsi-initiator-idプロパティを設定することにより変更できます。このプロパ
ティは 1つのノードに対して、広域的にまたはホストアダプタごとに設定できます。
一意の scsi-initiator-idを各 SCSIホストアダプタに設定するための手順は、
『Sun Cluster 3.1 Hardware Collection』の各ディスク格納装置に関する章に記載されて
います。

ローカルディスク
ローカルディスクとは、単一ノードにのみ接続されたディスクを表します。した
がって、これらはノードの障害に対して保護されていません (可用性が低い)。ただ
し、ローカルディスクを含むすべてのディスクは広域的名前空間に含まれ、広域デバ
イスとして構成されています。したがって、ディスク自体はすべてのクラスタノード
から参照できます。

ローカルディスク上のファイルシステムは、広域マウントポイントに置くことに
よって、他のノードから使用できるようになります。これらの広域ファイルシステム
のいずれかがマウントされているノードに障害が生じると、すべてのノードがその
ファイルシステムにアクセスできなくなります。ボリューム管理ソフトウェアを使用
すると、これらのディスクがミラー化されるため、これらのファイルシステムに障害
が発生してもアクセス不能になることはありません。ただし、ノード障害をボリュー
ム管理ソフトウェアで保護することはできません。

広域デバイスについては、39ページの「広域デバイス」を参照してください。

リムーバブルメディア
クラスタでは、テープドライブや CD-ROMドライブなどのリムーバブルメディアが
サポートされています。通常、これらのデバイスは、非クラスタ化環境と同じ方法で
設置および構成して使用できます。これらのデバイスは、Sun Clusterでは広域デバイ
スとして構成されるため、クラスタ内の任意のノードから各デバイスにアクセスでき
ます。リムーバブルメディアの設置方法と構成については、『Sun Cluster 3.1
Hardware Collection』を参照してください。

広域デバイスについては、39ページの「広域デバイス」を参照してください。

クラスタインターコネクト
クラスタインターコネクトとは、クラスタプライベート通信とデータサービス通信を
クラスタノード間で転送するために使用される、デバイスの物理構成のことです。イ
ンターコネクトは、クラスタプライベート通信で拡張使用されるため、パフォーマン
スが制限される可能性があります。
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クラスタノードだけがプライベートインターコネクトに接続できます。Sun Clusterセ
キュリティモデルは、クラスタノードだけがプライベートインターコネクトに物理的
にアクセスできるものと想定しています。

少なくとも2つの冗長な物理的に独立したネットワーク、またはパスを使用して、す
べてのノードをクラスタインターコネクトによって接続し、単一地点による障害を回
避する必要があります。任意の 2つのノード間で、複数の物理的に独立したネット
ワーク (2から 6)を設定できます。クラスタインターコネクトは、アダプタ、接続
点、およびケーブルの 3つのハードウェアコンポーネントで構成されます。

次に、これらの各ハードウェアコンポーネントについて説明します。

� アダプタ –個々のクラスタノードに存在するネットワークインタフェースカード。
アダプタの名前は、デバイス名と物理ユニット番号で構成されます (qfe2など)。
一部のアダプタには物理ネットワーク接続が 1つしかありませんが、qfeカードの
ように複数の物理接続を持つものもあります。ネットワークインタフェースと記憶
装置インタフェースの両方を持つものもあります。

複数のインタフェースを持つネットワークアダプタは、アダプタ全体に障害が生じ
ると、単一地点による障害の原因となる可能性があります。可用性を最適にするに
は、2つのノード間の唯一のパスが単一のネットワークアダプタに依存しないよう
に、クラスタを設定してください。

� 接続点 –クラスタノードの外部に常駐するスイッチ。これらは、パススルーおよび
切り換え機能を実行して、3つ以上のノードに同時に接続できるようにします。2
ノードクラスタでは、各ノードの冗長アダプタに接続された冗長物理ケーブルに
よって、ノードを相互に直接接続できるため、接続点は必要ありません。3ノード
以上の構成では、通常は接続点が必要です。

� ケーブル – 2つのネットワークアダプタまたはアダプタと接続点の間をつなぐ物理
接続。

クラスタインターコネクトについては、第 4章を参照してください。

パブリックネットワークインタフェース
クライアントは、パブリックネットワークインタフェースを介してクラスタに接続し
ます。各ネットワークアダプタカードは、カードに複数のハードウェアインタフェー
スがあるかどうかによって、1つまたは複数のパブリックネットワークに接続できま
す。複数のパブリックネットワークインタフェースカードをもつノードを設定するこ
とによって、複数のカードをアクティブにし、それぞれを相互のフェイルオーバー
バックアップとすることできます。いずれかのアダプタに障害が発生すると IPネット
ワークマルチパスソフトウェアが呼び出され、障害のあるインタフェースが同じグ
ループの別のアダプタにフェイルオーバーされます。

パブリックネットワークインタフェースのクラスタ化に関連する特殊なハードウェア
についての特記事項はありません。

パブリックネットワークについては、第 4章を参照してください。
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クライアントシステム
クライアントシステムには、パブリックネットワークによってクラスタにアクセスす
るワークステーションや他のサーバーが含まれます。クライアント側プログラムは、
クラスタ上で実行されるサーバー側アプリケーションが提供するデータやサービスを
使用します。

クライアントシステムの可用性は高くありません。クラスタ上のデータとアプリケー
ションは、高い可用性を備えています。

クライアントシステムについては、第 4章を参照してください。

コンソールアクセスデバイス
すべてのクラスタノードにはコンソールアクセスが必要です。コンソールアクセスを
行うには、クラスタハードウェアとともに購入した端末集配信装置か、Sun
Enterprise E10000™サーバーのシステムサービスプロセッサ (SSP)、Sun Fire™サー
バーのシステムコントローラ、または各ノードの ttyaにアクセスできるその他のデ
バイスが必要です。

サポートされている唯一の端末集配信装置は、Sunから提供されています。サポート
されている Sunの端末集配信装置の使用は任意です。端末集配信装置を使用すると、
TCP/IPネットワークを使用して、各ノードの /dev/consoleにアクセスできます。
この結果、ネットワークの任意の場所にあるリモートワークステーションから、各
ノードにコンソールレベルでアクセスできます。

システムサービスプロセッサ (SSP)は、Sun Enterprise E10000サーバーへのコンソー
ルアクセスを提供します。SSPは、Ethernetネットワーク上のマシンであり、Sun
Enterprise E10000サーバーをサポートするように構成されています。SSPは、Sun
Enterprise E10000サーバーの管理コンソールです。Sun Enterprise E10000サーバーの
ネットワークコンソール機能を使用すると、ネットワーク上のすべてのワークステー
ションからホストコンソールセッションを開くことができます。

これ以外のコンソールアクセス方式には、他の端末集配信装置、別ノードおよびダム
端末からの tip(1)シリアルポートアクセスが含まれます。Sun™キーボードとモニ
ター、または他のシリアルポートデバイスも使用できます。

管理コンソール
管理コンソールと呼ばれる専用の UltraSPARC™ワークステーションを使用し、アク
ティブクラスタを管理できます。通常、Cluster Control Panel (CCP)や、Sun
Management Center™用の Sun Clusterモジュールなどの管理ツールソフトウェアを
管理コンソールにインストールして実行します。CCPで cconsoleを使用すると、
一度に複数のノードコンソールに接続できます。CCPの使用法の詳細については、
『Sun Cluster 3.1のシステム管理』を参照してください。
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管理コンソールはクラスタノードではありません。管理コンソールは、パブリック
ネットワークを介して、または任意でネットワークベースの端末集配信装置 (コンセ
ントレータ)を介して、クラスタノードへの遠隔アクセスを行うために使用します。
クラスタが Sun Enterprise E10000プラットフォームによって構成されている場合は、
管理コンソールからシステムサービスプロセッサ (SSP)にログインし、netcon(1M)
コマンドを使用して接続を行う技術が必要となります。

通常、ノードはモニターなしで構成します。ノードのコンソールにアクセスするに
は、端末集配信装置を経由してそこからノードのシリアルポートに接続された管理コ
ンソールから telnetセッションを行ってアクセスします (Sun Enterprise E10000
サーバーの場合は、システムサービスプロセッサから接続)。詳細は、26ページ
の「コンソールアクセスデバイス」を参照してください。

Sun Clusterでは専用の管理コンソールは必要ありませんが、専用の管理コンソールを
使用すると、次のような利点があります。

� コンソールと管理ツールを同じマシンにまとめることで、クラスタ管理を一元化で
きます。

� ハードウェアサービスプロバイダによる問題解決が迅速に行われます。

管理コンソールについては、第 4章を参照してください。

Sun Clusterトポロジの例
トポロジとは、クラスタノードと、クラスタで使用される記憶装置プラットフォーム
を接続する接続スキーマをいいます。Sun Clusterは、次のガイドラインに従うトポロ
ジをサポートします。

� Sun Clusterは、実装されるストレージ構成にかかわらず、クラスタあたり最大 8
ノードをサポートします。

� 共有ストレージデバイスは、そのストレージデバイスでサポートされている数の
ノードに接続できます。

� 共有ストレージデバイスはクラスタのすべてのノードに接続する必要はありません
が、2つ以上のノードに接続する必要があります。

Sun Clusterでは、特定のトポロジを使用するようにクラスタを構成する必要はありま
せん。次のトポロジには、クラスタの接続スキーマを説明するときに使用する用語を
示します。これらのトポロジは典型的な接続スキーマです。

� クラスタペア
� ペア +N
� N+1 (星型)
� N*N (スケーラブル)

次の各項では、それぞれのトポロジを図で示しています。
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クラスタペアトポロジ
クラスタペアトポロジとは、単一のクラスタ管理フレームワークのもとで動作する複
数のノードペアをいいます。この構成では、ペアの間でのみフェイルオーバーが発生
します。ただし、すべてのノードはクラスタインターコネクトによって接続されてい
て、Sun Clusterソフトウェア制御のもとで動作します。このトポロジを使用する場
合、1つのペアでパラレルデータベースアプリケーションを実行し、別のペアで
フェイルオーバーまたはスケーラブルなアプリケーションを実行できます。

クラスタファイルシステムを使用すると、すべてのノードがアプリケーションデータ
を保存するディスクに直接接続されていない場合でも、複数のノードがスケーラブル
サービス、またはパラレルデータベースを実行する 2ペア構成を設定できます。

次の図は、クラスタペア構成を示したものです。

図 2–3クラスタペアトポロジ

ペア +Nトポロジ
ペア +Nトポロジには、共有記憶装置に直接接続されたノードのペアと、クラスタイ
ンターコネクトを使用して共有記憶装置にアクセスするノードの追加セットが含まれ
ます。これらのノードは直接それらの共有記憶装置には接続されていません。

次の図は、4つのノードのうち 2つ (ノード 3とノード 4)がクラスタインターコネク
トを使用して記憶装置にアクセスする、1つのペア +Nトポロジを示したものです。
この構成を拡張し、共有記憶装置には直接アクセスしない追加ノードを追加すること
ができます。
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図 2–4ペア +Nトポロジ

N+1 (星型)トポロジ
N+1トポロジには、いくつかの主ノードと 1つの二次ノードが含まれます。主ノード
と二次ノードを同等に構成する必要はありません。主ノードは、アプリケーション
サービスをアクティブに提供します。二次ノードは、主ノードに障害が生じるのを待
機する間、アイドル状態である必要はありません。

二次ノードは、この構成ですべての多重ホスト記憶装置に物理的に接続されている唯
一のノードです。

主ノードで障害が発生すると、Sun Clusterはそのリソースの処理を二次ノードで続行
し、リソースは自動または手動で主ノードに切り換えられるまで二次ノードで機能し
ます。

二次ノードには、主ノードの 1つに障害が発生した場合に負荷を処理できるだけの十
分な予備の CPU容量が常に必要です。

次の図は、N+1構成を示したものです。
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図 2–5 N+1トポロジ

N*N (スケーラブル)トポロジ
N*Nトポロジを使用すると、クラスタ内のすべての共有ストレージデバイスはクラス
タ内のすべてのノードに接続できます。このトポロジを使用すると、高可用性アプリ
ケーションはサービスを低下させずに、あるノードから別のノードにフェイルオー
バーできます。フェイルオーバーが発生すると、新しいノードはプライベートイン
ターコネクトではなく、ローカルパスを使用して、ストレージデバイスにアクセスで
きます。

次の図は、N+N構成を示したものです。
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図 2–6 N+Nトポロジ
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第 3章

重要な概念 –管理とアプリケーション
開発

この章では、SunPlexシステムのソフトウェアコンポーネントに関連する重要な概念
について説明します。次のトピックについて述べます。

� 34ページの「管理インタフェース」
� 35ページの「クラスタ内の時間」
� 35ページの「高可用性フレームワーク」
� 39ページの「広域デバイス」
� 40ページの「ディスクデバイスグループ」
� 42ページの「広域名前空間」
� 44ページの「クラスタファイルシステム」
� 50ページの「定足数と定足数デバイス」
� 55ページの「ボリューム管理ソフトウェア」
� 56ページの「データサービス」
� 65ページの「新しいデータサービスの開発」
� 68ページの「リソース、リソースグループ、リソースタイプ」
� 80ページの「パブリックネットワークアダプタと IPネットワークマルチパス」
� 82ページの「動的再構成のサポート」

クラスタ管理とアプリケーション開発
この情報は、主に、SunPlex APIおよび SDKを使用するシステム管理者とアプリケー
ション開発者を対象としています。クラスタシステムの管理者にとっては、この情報
は、クラスタソフトウェアのインストール、構成、管理についての予備知識となりま
す。アプリケーション開発者は、この情報を使用して、作業を行うクラスタ環境を理
解できます。

次の図は、クラスタ管理の概念がクラスタの構造にどのように対応するかを示してい
ます。
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図 3–1 Sun Clusterソフトウェアの構造

管理インタフェース
任意のユーザーインタフェースを使用して、SunPlexのインストール、構成、管理を
行うことができます。システム管理作業は、SunPlex Managerグラフィックユーザー
インタフェース (GUI)かコマンド行インタフェースから行います。コマンド行インタ
フェースでは、特定のインストール作業や構成作業を容易にする scinstallや
scsetupなどのユーティリティが使用できます。SunPlexシステムには、Sun

34 Sun Cluster 3.1 10/03の概念 • 2003年 10月, Revision A



Management Centerの一部として実行され、特定のクラスタ作業に GUIを提供する
モジュールもあります。管理インタフェースの詳細については、『Sun Cluster 3.1の
システム管理』の概要を説明している章を参照してください。

クラスタ内の時間
クラスタ内のすべてのノード間の時刻は同期をとる必要があります。クラスタノード
の時刻と外部の時刻ソースの同期をとるかどうかは、クラスタの操作にとって重要で
はありません。SunPlexシステムは、Network Time Protocol (NTP)を使用し、ノード
間のクロックの同期をとっています。

通常、システムクロックが数分の 1秒程度変更されても問題は起こりません。しか
し、システムクロックと時刻の起点の同期をとるために、date(1)、rdate(1M)、
xntpdate(1M)を (対話形式または cronスクリプト内で)アクティブクラスタに対
して実行すると、これよりも大幅な時刻変更を強制的に行うことが可能です。ただし
この強制的な変更を行った場合、ファイル修正時刻の表示に問題が生じたり、NTP
サービスに混乱が生じる可能性があります。

Solarisオペレーティング環境を各クラスタノードにインストールする場合は、ノード
のデフォルトの時刻と日付の設定を変更できます。通常は、工場出荷時のデフォルト
値を使用します。

scinstall(1M)を使用して Sun Clusterソフトウェアをインストールする場合、イ
ンストールプロセスの手順の 1つとして、クラスタの NTPを構成します。Sun
Clusterソフトウェアは、テンプレートファイル ntp.clusterを提供します (インス
トールされたクラスタノードの /etc/inet/ntp.clusterを参照)。これは、1つの
ノードを優先ノードにし、すべてのクラスタノード間で対等関係を確立します。各
ノードはそれぞれのプライベートホスト名で識別され、時刻の同期化がクラスタイン
ターコネクト全体で行なわれます。NTPのクラスタを構成する方法については、
『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参照してください。

また、クラスタの外部に 1つまたは複数の NTPサーバーを設定し、ntp.conf
ファイルを変更してその構成を反映させることもできます。

通常の操作では、クラスタの時刻を調整する必要はありません。ただし Solarisオペ
レーティング環境をインストールしたときに時刻が正しく設定されておらず、変更す
る必要がある場合は、『Sun Cluster 3.1のシステム管理』を参照してください。

高可用性フレームワーク
SunPlexシステムでは、ネットワークインタフェース、アプリケーションそのもの、
ファイルシステム、および多重ホストディスクなど、ユーザーとデータ間のパスにお
けるすべてのコンポーネントの可用性が高くなっています。一般に、システムで単一
(ソフトウェアまたはハードウェア)の障害が発生してもあるクラスタコンポーネント
が稼働し続けられる場合、そのコンポーネントは高可用性であると考えられます。
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次の表は、SunPlexコンポーネントの障害の種類 (ハードウェアとソフトウェアの両
方)と、高可用性フレームワークに組み込まれた回復の種類を示したものです。

表 3–1 SunPlexシステムの障害の検出と回復のレベル

障害が発生したクラ
スタリソース ソフトウェアの回復 ハードウェアの回復

データサービス HA API、HAフレームワーク なし

パブリックネット
ワークアダプタ

IPネットワークマルチパス 複数のパブリックネットワークアダ
プタカード

クラスタファイル
システム

一次複製と二次複製 多重ホストディスク

ミラー化された多
重ホストディスク

ボリューム管理 (Solaris Volume
Managerおよび VERITAS Volume
Manager)

ハードウェア RAID-5 (Sun
StorEdge™ A3x00など)

広域デバイス 一次複製と二次複製 デバイス、クラスタトランスポート
接続点への多重パス

プライベート
ネットワーク

HAトランスポートソフトウェア ハードウェアから独立した多重プラ
イベートネットワーク

ノード CMM、フェイルファーストドライ
バ

複数ノード

Sun Clusterソフトウェアの高可用性フレームワークは、ノードの障害を素早く検出し
て、クラスタ内の残りのノードにあるフレームワークリソース用に新しい同等のサー
バーを作成します。どの時点でもすべてのフレームワークリソースが使用できなくな
ることはありません。障害が発生したノードの影響を受けないフレームワークリソー
スは、回復中も完全に使用できます。さらに、障害が発生したノードのフレームワー
クリソースは、回復されると同時に使用可能になります。回復されたフレームワーク
リソースは、他のすべてのフレームワークリソースが回復するのを待機する必要はあ
りません。

最も可用性の高いフレームワークリソースは、そのリソースを使用するアプリケー
ション (データサービス)に対して透過的に回復されます。フレームワークリソースの
アクセス方式は、ノードの障害時にも完全に維持されます。アプリケーションは、フ
レームワークリソースサーバーが別のノードに移動したことを認識できないだけで
す。単一ノードの障害は、別ノードからのディスクに対する代替ハードウェアパスが
存在するかぎり、ファイル、デバイス、およびディスクボリュームを使用する残りの
ノード上のプログラムに対して完全に透過的です。この例としては、複数ノードへの
ポートを持つ多重ホストディスクの使用があります。
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クラスタメンバーシップモニター
クラスタメンバーシップモニター (CMM)はエージェントの分散型セットであり、ク
ラスタメンバーごとに 1つずつ用意されています。これらのエージェントは、クラス
タインターコネクトを介してメッセージを交換して、次の処理を行います。

� すべてのノード (定足数)で一貫したメンバーシップの表示を行います。
� メンバーシップの変更に応じて、登録されたコールバックを使用して同期化された
再構成を行います。

� クラスタパーティション分割を処理します (split-brainと amnesia)。
� すべてのクラスタメンバー間での完全な接続を保証します。

Sun Clusterソフトウェアの以前のリリースとは異なり、CMMは完全にカーネルで実
行されます。

クラスタメンバーシップ

CMMの主な機能は、特定の時刻にクラスタに属するノードの集合に対して、クラス
タ全体の同意を確立することです。この制約をクラスタメンバーシップと呼びます。

クラスタメンバーシップを決定して、最終的にデータの完全性を保証するために、
CMMは次のことを行います。

� クラスタへのノードの結合、またはクラスタからのノードの切り離しなど、クラス
タメンバーシップの変更を考慮します。

� 障害のあるノードがクラスタから切り離されるように保証します。

� 障害のあるノードが、修復されるまでクラスタの外部におかれるように保証しま
す。

� クラスタそのものがノードのサブセットに分割されないように防止します。

クラスタが複数の独立したクラスタに分割されないように防止する方法については、50
999ページの「定足数と定足数デバイス」を参照してください。

クラスタメンバーシップモニターの再構成

データが破壊から保護されるように保証するには、すべてのノードが、クラスタメン
バーシップに対して一定の同意に達していなければなりません。必要であれば、
CMMは、障害に応じてクラスタサービス (アプリケーション)のクラスタ再構成を調
整します。

CMMは、クラスタのトランスポート層から、他のノードへの接続に関する情報を受
け取ります。CMMは、クラスタインターコネクトを使用して、再構成中に状態情報
を交換します。

CMMは、クラスタメンバーシップの変更を検出すると、クラスタの同期化構成を実
行します。これにより、クラスタリソースは、クラスタの新しいメンバーシップに基
づいて再分配されます。
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フェイルファースト機構

CMMは、ノードに重大な問題が発生したことを検出すると、クラスタフレームワー
クに依頼して、そのノードを強制的に停止 (パニック)状態にし、クラスタメンバー
シップから除きます。この機構を「フェイルファースト」といいます。フェイル
ファーストでは、ノードは次の 2つの方法で停止されます。

� クラスタから切り離されたノードが定足数を満たさずに再び新しいクラスタを起動
しようとすると、ノードは共有ディスクへのアクセスを「防止」されます。
フェイルファーストのこの機能については、54ページの「障害による影響の防
止」を参照してください。

� クラスタ固有の 1つまたは複数のデーモン (clexecd、rpc.pmfd、rgmd、
rpc.ed)が停止すると、CMMはそれを検出し、ノードを強制的に停止 (パニック)
状態にします。クラスタデーモンの停止によってノードがパニック状態になる

と、次のようなメッセージがそのノードのコンソールに表示されます。

panic[cpu0]/thread=40e60: Failfast: Aborting because "pmfd" died 35 seconds ago.
409b8 cl_runtime:__0FZsc_syslog_msg_log_no_argsPviTCPCcTB+48
(70f900, 30, 70df54, 407acc, 0)

%l0-7: 1006c80 000000a 000000a 10093bc 406d3c80 7110340 0000000 4001 fbf0

パニックを発生したノードは、再起動を行ってクラスタに再び結合しようとするか、
OpenBoot™ PROM (OBP)プロンプトの状態に留まることができます。どちらのアク
ションをとるかは、OBPの auto-boot?パラメータの設定に依存します。

クラスタ構成レポジトリ (CCR)
クラスタ構成レポジトリ (CCR)は、クラスタの構成と状態に関する情報を保存するた
めの、プライベートなクラスタ全体のデータベースです。CCRは分散データベースで
す。各ノードは、このデータベースの完全なコピーを維持します。CCRは、すべての
ノードで、クラスタ全体の一貫した表示が行われるように保証します。データの破壊
を避けるために、各ノードは、クラスタリソースの現在の状態を知る必要がありま
す。

CCRは、更新に 2フェーズのコミットアルゴリズムを使用します。更新はすべてのク
ラスタメンバーで正常に終了しなければなりません。そうしないと、その更新はロー
ルバックされます。CCRはクラスタインターコネクトを使用して、分散更新を適用し
ます。

Caution – CCRはテキストファイルで構成されていますが、CCRファイルを手作業で
絶対に編集しないでください。各ファイルには、ノード間の一貫性を保証するための
検査合計レコードが含まれています。CCRファイルを手作業で更新すると、ノードま
たはクラスタ全体の機能が停止する可能性があります。

CCRは、CMMに依存して、定足数 (quorum)が確立された場合にのみクラスタが実
行されるように保証します。CCRは、クラスタ全体のデータの一貫性を確認し、必要
に応じて回復を実行し、データへの更新を容易にします。

38 Sun Cluster 3.1 10/03の概念 • 2003年 10月, Revision A



広域デバイス
SunPlexシステムは、広域デバイスを使用して、デバイスが物理的に接続されている
場所に関係なく、任意のノードからクラスタ内のすべてのデバイスに対して、クラス
タ全体で可用性の高いアクセスを可能にします。通常、広域デバイスへのアクセスを
提供しているときにノードに障害が発生すると、Sun Clusterソフトウェアはそのデバ
イスへの別のパスを自動的に検出して、そのパスにアクセスを切り替えます。
SunPlex広域デバイスには、ディスク、CD-ROM、テープが含まれます。ディスク
は、唯一サポートされている多重ポート広域デバイスです。つまり、CD-ROMとテー
プは、現在可用性の高いデバイスではありません。各サーバーのローカルディスクも
多重ポート化されていないため、可用性の高いデバイスではありません。

クラスタは、クラスタ内の各ディスク、CD-ROM、テープデバイスに一意の IDを自
動的に割り当てます。この割り当てによって、クラスタ内の任意のノードから各デバ
イスに対して一貫したアクセスが可能になります。広域デバイス名前空間は、
/dev/globalディレクトリにあります。詳細については、42ページの「広域名前
空間」を参照してください。

多重ポート広域デバイスは、1つのデバイスに対して複数のパスを提供します。多重
ホストディスクの場合、ディスクは複数のノードがホストとなるディスクデバイスグ
ループの一部であるため、多重ホストディスクの可用性は高くなります。

デバイス ID (DID)
Sun Clusterソフトウェアは、デバイス ID (DID)擬似ドライバと呼ばれる構造に
よって広域デバイスを管理します。このドライバは、多重ホストディスク、テープド
ライブ、CD-ROMを含むクラスタ内のすべてのデバイスに対して、一意の IDを自動
的に割り当てるために使用されます。

デバイス ID (DID)擬似ドライバは、クラスタの広域デバイスアクセス機能の重要な部
分です。DIDドライバは、クラスタのすべてのノードを探索して、一意のディスクデ
バイスのリストを作成し、それぞれに対して、クラスタのすべてのノードで一貫した
一意のメジャー番号およびマイナー番号を割り当てます。広域デバイスへのアクセス
は、ディスクを示す c0t0d0などの従来の Solarisデバイス IDではなく、DIDドライ
バによって割り当てられた一意のデバイス IDを利用して行われます。

この方法により、ディスクを利用するすべてのアプリケーション (ボリューム管理ソ
フトウェアまたは rawデバイスを使用するアプリケーション)が、一貫したパスを使
用してクラスタ全体にアクセスできます。各デバイスのローカルメジャー番号および
マイナー番号はノードによって異なり、Solarisデバイス命名規則も変更する可能性が
あるため、この一貫性は、多重ホストディスクにとって特に重要です。たとえば、
ノード 1は多重ホストディスクを c1t2d0と表示し、同じディスクをノード 2は
c3t2d0と表示する場合があります。DIDドライバは、そのノードが代わりに使用す
る d10などの広域名を割り当てて、各ノードに対して多重ホストディスクとの一貫し
たマッピングを与えます。

デバイス IDの更新および管理は、scdidadm(1M)および scgdevs(1M)を介して行
われます。詳細については、それぞれのマニュアルページを参照してください。

第 3章 •重要な概念 –管理とアプリケーション開発 39



ディスクデバイスグループ
SunPlexシステムでは、すべての多重ホストディスクは、Sun Clusterソフトウェアフ
レームワークの制御下になければなりません。まず、ボリューム管理ソフトウェアの
ディスクグループ (Solaris Volume Managerディスクセットまたは VERITAS Volume
Managerディスクグループ)を多重ホストディスクに作成します。次に、ボリューム
管理ソフトウェアのディスクグループをディスクデバイスグループとして登録しま
す。ディスクデバイスグループは、広域デバイスの一種です。さらに、Sun Clusterソ
フトウェアは、個々のディスクデバイスやテープデバイスごとに rawディスクデバイ
スグループを自動的に作成します。ただし、これらのクラスタデバイスグループは、
広域デバイスとしてアクセスされるまではオフラインの状態になっています。

この登録によって、SunPlexシステムは、どのノードがどのボリュームマネー
ジャディスクグループへのパスをもっているかを知ることができます。この時点でそ
のボリュームマネージャデバイスグループは、クラスタ内で広域アクセスが可能にな
ります。あるディスクデバイスグループが複数のノードから書き込み可能 (制御可能)
な場合は、そのディスクデバイスグループに格納されるデータは、高度な可用性を有
することになります。高度な可用性を備えたディスクデバイスグループには、クラス
タファイルシステムを格納できます。

注 –ディスクデバイスグループは、リソースグループとは別のものです。あるノード
が 1つのリソースグループ (データサービスプロセスのグループを表す)をマスターす
る一方で、別のノードが、データサービスによってアクセスされるディスクグループ
をマスターできます。ただし、最も良い方法は、特定のアプリケーションのデータを
保存するディスクデバイスグループと、アプリケーションのリソース (アプリケー
ションデーモン)を同じノードに含むリソースグループを維持することです。ディス
クデバイスグループとリソースグループの関連付けの詳細については、『Sun Cluster
3.1データサービスのインストールと構成』にある概要についての章を参照してくださ
い。

ディスクデバイスグループでは、ボリューム管理ソフトウェアのディスクグループは
実際に使用するディスクに対してマルチパスサポートを提供するため、広域になりま
す。多重ホストディスクに物理的に接続された各クラスタノードは、ディスクデバイ
スグループへのパスを提供します。

ディスクデバイスグループのフェイルオーバー
ディスク格納装置は複数のノードに接続されるため、現在デバイスグループをマス
ターしているノードに障害が生じた場合でも、代替パスによってその格納装置にある
すべてのディスクデバイスグループにアクセスできます。デバイスグループをマス
ターするノードの障害は、回復と一貫性の検査を実行するために要する時間を除け
ば、デバイスグループへのアクセスに影響しません。この時間の間は、デバイスグ
ループが使用可能になるまで、すべての要求は (アプリケーションには透過的に)阻止
されます。
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図 3–2ディスクデバイスグループのフェイルオーバー

多重ポートディスクデバイスグループ
ここでは、多重ポートディスク構成において性能と可用性をバランスよく実現する
ディスクデバイスグループのプロパティについて説明します。 Sun Clusterソフト
ウェアには、多重ポートディスク構成を設定するための 2つのプロパティ
preferenced と numsecondaries があります。preferenced プロパティを使用
すると、フェイルオーバーの発生時に各ノードがどの順で制御を取得するかを制御で
きます。numsecondariesプロパティは、特定のデバイスグループに対する二次
ノードの数を設定します。
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高可用性サービスでは、主ノードが停止し、主ノードになる資格のある二次ノードが
もはや存在しないときに、停止とみなされます。サービスのフェイルオーバーが発生
したときに、preferencedプロパティが trueであった場合、ノードはノードリス
トの順番に従って、二次ノードを選択します。デバイスサービスの設定は、scsetup
(1M)ユーティリティで動的に変更できます。従属サービスプロバイダ (広域ファイル
システムなど)に対応する設定には、デバイスサービスの設定が適用されます。

主ノードは、正常な運用時に二次ノードのチェックポイントをとります。多重ポート
ディスク構成では、二次ノードのチェックポイントをとるたびに、クラスタの性能の
低下やメモリーのオーハーヘッドの増加が発生します。このようなチェックポイント
による性能の低下やオーバーヘッドの増加を最小限に抑えるためにスペアノードのサ
ポートが実装されています。ディスクデバイスグループには、デフォルトで 1つの主
ノードと 1つの二次ノードがあります。使用可能な残りのプロバイダノードはスペア
状態でオンラインになります。フェイルオーバーが発生すると、二次ノードが主ノー
ドになり、ノードリスト上で最も優先度の高いノードが二次ノードになります。

望ましい二次ノードの数には、1から、デバイスグループにある動作可能な非主プロ
バイダノードの数までの任意の整数を設定できます。

注 – Solarisボリューム管理ソフトウェアを使用する場合は、ディスクデバイスグルー
プを作成後にのみ numsecondariesプロパティにデフォルト以外の数を設定するこ
とができます。

デバイスサービスのためのデフォルトの望ましい二次ノード数は 1です。望ましい数
とは、複製フレームワークによって維持される二次プロバイダの実際の数です。ただ
し、動作可能な非主プロバイダの数が望ましい数よりも小さい場合を除きます。構成
に対してノードの追加や切り離しを行う場合には、 numsecondaries プロパティを
変更してからノードリストを十分に確認する必要があります。ノードリストと望まし
い二次ノード数を正しく保つことは、構成された二次ノード数と、フレームワークに
よって与えられる実際の数の不一致を防ぐ上で有効です。構成に対してノードの追加
や切り離しを行う場合は、VxVMディスクデバイスグループの scconf(1M)コマン
ドか Solaris Volume Managerデバイスグループの metaset(1M)コマンドと、
preferencedおよび numsecondariesプロパティの設定を使用します。ディスク
デバイスグループのプロパティを変更する手順については、『 Sun Cluster 3.1のシス
テム管理』の「広域デバイスとクラスタファイルシステムの管理」を参照してくださ
い。

広域名前空間
広域名前空間は、広域デバイスを有効にする Sun Clusterソフトウェアの機構です。
広域名前空間には、ボリューム管理ソフトウェアの名前空間とともに、
/dev/global/階層が含まれます。広域名前空間は、多重ホストディスクとローカル
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ディスクの両方 (および CD-ROMやテープなどの他のクラスタデバイスすべて)を反
映して、多重ホストディスクへの複数のフェイルオーバーパスを提供します。多重ホ
ストディスクに物理的に接続された各ノードは、クラスタ内のすべてのノードの記憶
装置に対するパスを提供します。

通常、ボリューム管理ソフトウェアの名前空間は、Solaris Volume Managerの場合
は、/dev/md/diskset/dsk (および rdsk)ディレクトリに、VxVMの場合は、
/dev/vx/dsk/ disk-groupディレクトリと /dev/vx/rdsk/disk-groupディレクトリ
にそれぞれ配置されています。これらの名前空間は、クラスタ全体にインポートされ
た Solaris Volume Managerの各ディスクセットと VxVMの各ディスクグループの
ディレクトリで構成されます。これらの各ディレクトリには、そのディスクセットま
たはディスクグループ内の各メタデバイスまたはボリュームのデバイスノードが格納
されています。

SunPlexシステムでは、ボリューム管理ソフトウェアのローカルの名前空間の各デバ
イスノードは、 /global/.devices/node@nodeID ファイルシステム内のデバイス
ノードへのシンボリックリンクとして表されます。nodeIDは、クラスタの各ノードを
表す整数です。Sun Clusterソフトウェアは、その標準的な場所にシンボリックリンク
としてボリューム管理ソフトウェアデバイスも常時表示します。広域名前空間と標準
ボリューム管理ソフトウェア名前空間は、どちらも任意のクラスタノードから使用で
きます。

広域名前空間には、次の利点があります。

� 各ノードの独立性が高く、デバイス管理モデルを変更する必要がほとんどありませ
ん。

� デバイスを選択的に広域に設定できます。

� Sunの製品以外のリンクジェネレータが引き続き動作します。

� ローカルデバイス名を指定すると、その広域名を取得するために簡単なマッピング
が提供されます。

ローカル名前空間と広域名前空間の例
次の表は、多重ホストディスク c0t0d0s0でのローカル名前空間と広域名前空間の
マッピングを示したものです。

表 3–2ローカル名前空間と広域名前空間のマッピング

コンポーネント/パス ローカルノード名前空間 広域名前空間

Solaris論理名 /dev/dsk/c0t0d0s0 /global/.devices/node@nodeID /dev/dsk
/c0t0d0s0

DID名 /dev/did/dsk/d0s0 /global/.devices/node@nodeID
/dev/did/dsk/d0s0
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表 3–2ローカル名前空間と広域名前空間のマッピング (続き)
コンポーネント/パス ローカルノード名前空間 広域名前空間

Solaris Volume Manager /dev/md/ diskset/dsk/d0 /global/.devices/node@ nodeID/dev/md/diskset
/dsk/d0

VERITAS Volume Manager /dev/vx/dsk/ disk-
group/v0

/global/.devices/node@ nodeID/dev/vx/dsk/
disk-group/v0

広域名前空間はインストール時に自動的に生成され、再構成再起動のたびに更新され
ます。広域名前空間は、scgdevs(1M)コマンドを実行して生成することもできま
す。

クラスタファイルシステム
クラスタファイルシステムは、1つのノード上のカーネル、配下のファイルシステム
およびディスクへの物理接続を持つノードで実行されるボリューム管理ソフトウェア
との間のプロキシです。

クラスタファイルシステムは、1つまたは複数のノードへの物理接続を持つ広域デバ
イス (ディスク、テープ、CD-ROM)に依存しています。広域デバイスは、ノードが記
憶装置への物理接続を持つかどうかに関係なく、同じファイル名 (たとえば、
/dev/global/)によってクラスタ内のすべてのノードからアクセスできます。広域
デバイスは通常のデバイスと同様に使用できます。つまり、newfsまたは mkfs、あ
るいはこの両方を使用し、ファイルシステムを作成できます。

広域デバイスには、mount -gを使用して広域に、または mountを使用してローカル
にファイルシステムをマウントできます。

プログラムは、同じファイル名 (たとえば、/global/foo)によって、クラスタ内の
すべてのノードからクラスタファイルシステムのファイルにアクセスできます。

クラスタファイルシステムは、すべてのクラスタメンバーにマウントされます。クラ
スタファイルシステムをクラスタメンバーのサブセットにマウントすることはできま
せん。

クラスタファイルシステムは、特定のファイルシステムタイプではありません。つま
り、クライアントは、UFSなど、実際に使用するファイルシステムしか認識できませ
ん。

クラスタファイルシステムの使用法
SunPlexシステムでは、すべての多重ホストディスクがディスクデバイスグループと
して構成されています。これは、Solaris Volume Managerディスクセット、VxVM
ディスクグループ、またはソフトウェアベースのボリューム管理ソフトウェアの制御
下にない個々のディスクが該当します。
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クラスタファイルシステムを高可用性にするには、使用するディスクストレージが複
数のノードに接続されていなければなりません。したがって、クラスタファイルシス
テム内のローカルファイルシステム (ノードのローカルディスクに格納されている
ファイルシステム)は、高可用性ではありません。

通常のファイルシステムと同様、クラスタファイルシステムは 2つの方法でマウント
できます。

� 手作業によるマウント— mountコマンドと -gまたは -o globalマウントオプ
ションを使用し、コマンド行からクラスタファイルシステムをマウントします。次
に例を示します。

# mount -g /dev/global/dsk/d0s0 /global/oracle/data

� 自動マウント— globalマウントオプションによって /etc/vfstabファイルに
エントリを作成します。さらに、すべてのノードの /globalディレクトリ下にマ
ウントポイントを作成します。ディレクトリ /globalを推奨しますが、他の場所
でも構いません。次に、/etc/vfstabファイルの、クラスタファイルシステムを
示す行の例を示します。

/dev/md/oracle/dsk/d1 /dev/md/oracle/rdsk/d1 /global/oracle/data ufs 2 yes global,logging

注 – Sun Clusterソフトウェアには、クラスタファイルシステムに対する特定の命名規
則はありません。しかし、/global/disk-device-groupなど同じディレクトリのもとに
すべてのクラスタファイルシステムのマウントポイントを作成すると、管理が容易に
なります。詳細は、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』と『 Sun Cluster
3.1のシステム管理』を参照してください。

クラスタファイルシステムの機能
クラスタファイルシステムには、次の機能があります。

� ファイルのアクセス場所が透過的になります。プロセスはファイルがシステム内の
どこに置かれていても開くことができ、また、すべてのノード上のプロセスが同じ
パス名を使用してファイルを見つけられます。

注 –クラスタファイルシステムはファイルを読み取るときにファイルのアクセス時
間を更新しません。

� 一貫したプロトコルを使用して、ファイルが複数のノードから同時にアクセスされ
ている場合でも、UNIXファイルアクセス方式を維持します。

� 拡張キャッシュ機能とゼロコピーバルク入出力移動機能により、ファイルデータを
効率的に移動することができます。
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� クラスタファイルシステムには、fcntl(2)インタフェースに基づく、高度な可
用性を備えたアドバイザリファイルロッキング機能があります。複数のクラスタ
ノードで動作するアプリケーションは、クラスタファイルシステムのファイルに対
してアドバイザリファイルロッキング機能を使用することによって、データへのア
クセスを同期化することができます。ファイルロックを所有するノードがクラスタ
から切り離されたり、ファイルロックを所有するアプリケーションが異常停止する
と、それらのロックはただちに解放されます。

� 障害が発生した場合でも、データへの連続したアクセスが可能です。アプリケー
ションは、ディスクへのパスが有効である限り、障害による影響を受けません。こ
の保証は、rawディスクアクセスとすべてのファイルシステム操作で維持されま
す。

� クラスタシステムファイルは、実際のファイルシステムおよびボリューム管理ソフ
トウェアに依存していません。クラスタシステムファイルは、サポートされている
ディスク上のファイルシステムすべてを広域にします。

HAStoragePlusリソースタイプ
HAStoragePlusリソースタイプは、UFSや VxFSなどの広域的ではないファイルシ
ステム構成を高可用対応にするように設計されています。HAStoragePlusは、ロー
カルファイルシステムを Sun Cluster環境に統合してそのファイルシステムを高可用
対応にする場合に使用します。 HAStoragePlusは、Sun Clusterでローカルファイ
ルシステムのフェイルオーバーを行うための付加的なファイルシステム機能
(チェック、マウント、強制的なマウント解除など)を提供します。フェイルオーバー
を行うには、アフィニティスイッチオーバーが有効になった広域ディスクグループ上
にローカルファイルシステムが存在していなければなりません。

HAStoragePlusリソースタイプの使用方法については、『Sun Cluster 3.1データサー
ビスのインストールと構成』の個々のデータサービスの章か、第 14章「データサー
ビスリソースの管理」の「高可用性ローカルファイルシステムを有効にする」を参照
してください。

HAStoragePlusは、リソースと、そのリソースが依存しているディスクデバイスグ
ループを同時に起動するためにも使用できます。詳細については、68ページの「リ
ソース、リソースグループ、リソースタイプ」を参照してください。

Syncdirマウントオプション
ファイルシステムとして UFSを使用するクラスタファイルシステムには、syncdir
マウントオプションを使用できます。しかし、syncdirを指定しない方がパフォーマ
ンスは向上します。syncdirを指定すると、POSIX準拠の書き込みが保証されま
す。指定しないと、UFSファイルシステムの場合と同じ動作となります。たとえば、
syncdirを指定しないと、場合によっては、ファイルを閉じるまでスペース不足条件
を検出できません。syncdir (および POSIX動作)を指定すると、スペース不足条件
は書き込み動作中に検出されます。syncdirを指定しないことで生じる問題はほとん
どないため、このオプションを指定しないで、パフォーマンスを向上させることを推
奨します。
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VxFSには、UFS用の syncdirマウントオプションに相当するマウントオプションは
ありません。VxFSの動作は syncdirマウントオプションを指定しない場合の UFS
と同じです。

広域デバイスとクラスタファイルシステムについては、88ページの「ファイルシス
テムに関する FAQ」を参照してください。

ディスクパスの監視
現在のリリースの Sun Clusterソフトウェアはディスクパスの監視 (Disk-Path
Monitoring: DPM)をサポートします。この節では、DPM、DPMデーモン、および
ディスクパスを監視するときに使用する管理ツールについての概念的な情報を説明し
ます。ディスクパスの状態を監視、監視解除、および表示する手順については、『
Sun Cluster 3.1 10/03のシステム管理』を参照してください。

注 – Sun Cluster 3.1 5/03 softwareより前にリリースされたバージョンが動作している
ノードは DPMをサポートしません。ローリングアップグレードの進行中には、DPM
コマンドを使用することはできません。すべてのノードのアップグレードが完了した
後、DPMコマンドを使用するには、そのノードがオンラインである必要がありま
す。

概要
DPMは、二次ディスクパスの可用性を監視することによって、フェイルオーバーお
よびスイッチオーバーの全体的な信頼性を向上させます。リソースを切り替える前に
は、scdpmコマンドを使用して、そのリソースが使用しているディスクパスの可用性
を確認します。scdpmコマンドのオプションを使用すると、クラスタ内の単一または
すべてのノードへのディスクパスを監視できます。コマンド行オプションの詳細につ
いては、scdpm(1M)のマニュアルページを参照してください。

DPMコンポーネントは SUNWscuパッケージからインストールされます。SUNWscu
パッケージは標準の Sun Clusterインストール手順でインストールされます。インス
トールインタフェースの詳細については、scinstall(1M)のマニュアルページを参
照してください。次の表に、DPMコンポーネントのデフォルトのインストール場所
を示します。

保存場所 構成要素

デーモン /usr/cluster/lib/sc/scdpmd

コマンド行インタフェース /usr/cluster/bin/scdpm

共用ライブラリ /user/cluster/lib/libscdpm.so
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保存場所 構成要素

デーモン状態ファイル (実行時に作成される) /var/run/cluster/scdpm.status

マルチスレッド化された DPMデーモンは各ノード上で動作します。DPMデーモン
(scdpmd)はノードの起動時に rc.dスクリプトによって起動されます。問題が発生し
た場合、DPMデーモンは pmfdによって管理され、自動的に再起動されます。次のリ
ストに、scdpmdが初期起動時にどのように動作するかを説明します。

注 –起動時、各ディスクパスの状態は UNKNOWNに初期化されます。

1. DPMは、以前の状態ファイルまたは CCRデータベースから、ディスクパスと
ノード名の情報を収集します。CCRの詳細については、38ページの「クラスタ構
成レポジトリ (CCR)」を参照してください。DPMデーモンの起動後、指定した
ファイルから監視すべきディスクのリストを読み取るように DPMデーモンに指示
できます。

2. DPMデーモンは通信インタフェースを初期化して、デーモンの外部にあるコン
ポーネント (コマンド行インタフェースなど)からの要求に応えます。

3. DPMデーモンは scsi_inquiryコマンドを使用して、監視リストにある各
ディスクパスに 10分ごとに pingを送信します。各エントリはロックされるた
め、通信インタフェースは監視中のエントリの内容にアクセスできなくなります。

4. DPMデーモンは UNIXの syslogd(1M)機構を通じて、ディスクパスの新しい状
態を Sun Cluster Event Frameworkに通知および記録します。

注 – DPMデーモンに関連するすべてのエラーは pmfd(1M)によって報告されます。
APIのすべての関数は、成功時に 0を戻し、失敗時に -1を戻します。

DPMデーモンは、MPxIO、HDLM、PowerPathなどのマルチパスドライバを通じて
論理パスの可用性を監視します。このようなマルチパスドライバは物理パスの障害を
DPMデーモンから隠すため、DPMデーモンはマルチパスドライバが管理する物理パ
スを監視できません。

ディスクパスの監視
この節では、クラスタ内のディスクパスを監視するための 2つの方法について説明し
ます。1つめの方法は scdpmコマンドを使用する方法です。scdpmコマンドを使用
すると、クラスタ内のディスクパスの状態を監視、監視解除、または表示できます。
また、scdpmコマンドは障害が発生したディスクのリストを表示したり、1つの
ファイルからディスクパスを監視するときにも使用できます。
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2つめの方法は、SunPlex Managerの GUI (Graphical User Interface)を使用してクラ
スタ内のディスクパスを監視する方法です。SunPlex Managerは、クラスタ内の監視
しているディスクをトポロジビューで表示します。このトポロジビューは 10分ごと
に更新され、失敗した pingの数が表示されます。SunPlex Managerの GUIが報告す
る情報と scdpm(1M)コマンドを組み合わせて使用すると、ディスクパスを管理でき
ます。SunPlex Managerについては、『Sun Cluster 3.1 10/03のシステム管理』の「グ
ラフィカルユーザーインタフェースによる Sun Clusterの管理」を参照してくださ
い。

scdpmコマンドによるディスクパスの監視

scdpm(1M)コマンドが提供する DPM管理コマンドを使用すると、次の作業を行うこ
とができます。

� 新しいディスクパスの監視
� ディスクパスの監視解除
� CCRデータベースからの構成データの再読み込み
� 指定したファイルからの監視または監視解除すべきディスクの読み取り
� クラスタ内の 1つまたはすべてのディスクパスの状態の報告
� あるノードからアクセスできるすべてのディスクパスの印刷

任意のアクティブなノードから、ディスクパス引数を付けて scdpm(1M) コマンドを
発行することによって、そのクラスタ上で DPM管理作業を実行できます。ディスク
パス引数は常に、ノード名とディスク名から構成されます。ノード名は必須ではな
く、指定しない場合はデフォルトで allが使用されます。次の表に、ディスクパスの
命名規約を示します。

注 –広域ディスクパス名はクラスタを通じて一貫しているため、広域ディスクパス名
の使用を強くお勧めします。UNIXディスクパス名はクラスタを通じて一貫性があり
ません。あるディスクの UNIXディスクパス名はクラスタノード間で異なる場合があ
ります。たとえば、ディスクパス名があるノードでは c1t0d0となっており、別の
ノードでは c2t0d0となっている可能性があります。UNIXディスクパス名を使用す
る場合は、scdidadm -L コマンドを使用して UNIX ディスクパス名を広域ディスク
パス名にマッピングしてから、DPMコマンドを実行してください。scdidadm(1M)
のマニュアルページも参照してください。
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表 3–3ディスクパス名の例

名前型 ディスクパス名の例 説明

広域ディスクパス schost-1:/dev/did/dsk/d1 schost-1ノード上の
ディスクパス d1

all:d1 クラスタ内のすべての
ノード上のディスクパ
ス d1

UNIXディスクパス schost-1:/dev/rdsk/c0t0d0s0 schost-1ノード上の
ディスクパス
c0t0d0s0

schost-1:all schost-1ノード上の
すべてのディスクパス

すべてのディスクパス all:all クラスタ内のすべての
ノード上のすべての
ディスクパス

SunPlex Managerによるディスクパスの監視

SunPlex Managerを使用すると、次のような DPMの基本的な管理作業を実行できま
す。

� ディスクパスの監視
� ディスクパスの監視解除
� クラスタ内のすべてのディスクパスの状態の表示

SunPlex Managerを使用してディスクパスを管理する手順については、SunPlex
Managerのオンラインヘルプを参照してください。

定足数と定足数デバイス
クラスタノードではデータやリソースが共有されているため、クラスタが、同時にア
クティブな複数のパーティションに分割されてはいけません。CMMでは、クラスタ
インターコネクトがパーティション分割されていても、ある時点で動作するクラスタ
は常に 1つだけです。

クラスタのパーティション分割によって起こる問題に split-brainと amnesiaがありま
す。split-brainの問題は、ノード間のインターコネクトが失われ、クラスタが複数の
サブクラスタにパーティション分割されたときに発生します。この場合、個々のパー
ティションはそれ自体が唯一のパーティションであるとみなしますが、その原因は、
クラスタノード間の通信が阻害されたことにあります。amnesiaの問題は、停止した
クラスタが、停止時よりも古いクラスタデータに基づいて再起動されたときに発生し
ます。たとえば、フレームワークデータの複数のバージョンがディスクに格納されて
いる状態で、クラスタが新たに起動されたときに最新バージョンが使用できないと、
このような問題が起こる可能性があります。
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split-brainと amnesiaの問題は、各ノードに 1票を与え、過半数の投票がないとクラ
スタが動作しないようにすることで防止できます。過半数の投票を得たパー
ティションは「定足数 (quorum)」を獲得し、アクティブになります。この過半数投票
の仕組みは、クラスタに 3つ以上のノードがある限り正しく機能します。しかし、2
ノードクラスタでは過半数が 2であるため、このようなクラスタがパーティション分
割されると、外部からの投票がない限り、どちらのパーティションも定足数を獲得す
ることはできません。この外部からの投票は、「定足数デバイス (quorum device)」
によって行われます。定足数デバイスは、2つのノード間で共有されているディスク
であれば、何でもかまいません。定足数デバイスとして使用されるディスクには、
ユーザーデータを格納できます。

表 3–4に、Sun Clusterソフトウェアが定足数を使って split-brainや amnesiaの問題
を防止する方法を示します。

表 3–4クラスタ定足数、および split-brainと amnesiaの問題

問題 定足数による解決策

split brain ノード間のクラスタインターコネクトが失われてクラスタがサブクラスタ
に分割され、それぞれが唯一のパーティションであると誤って認識した場
合に発生する。ノードが定足数を獲得できないと、ノードはパニックにな
る

amnesia 過半数の投票があるパーティション (サブクラスタ)だけが、クラスタとし
て実行できるようにする (1つのパーティションだけが、このような過半
数によって存在できる)

定足数アルゴリズムは動的に動作します。クラスタイベントによってその計算が発生
した場合、計算結果はクラスタの存続期間中、変化し続けます。

定足数投票数
クラスタノードと定足数デバイスはどちらも、定足数を確立するために投票します。
デフォルトにより、クラスタノードは、起動してクラスタメンバーになると、定足数
投票数 (quorum vote count)を 1つ獲得します。またノードは、たとえばノードのイ
ンストール中や管理者がノードを保守状態にしたときには、投票数は 0になります。

定足数デバイスは、デバイスへのノード接続の数に基づいて投票数を獲得します。定
足数デバイスは、設定されると、最大投票数 N-1を獲得します。この場合、Nは、投
票数がゼロ以外で、定足数デバイスへのポートを持つノードの数を示します。たとえ
ば、2つのノードに接続された、投票数がゼロ以外の定足数デバイスの投票数は 1
(2−1)になります。

定足数デバイスは、クラスタのインストール中、または『Sun Cluster 3.1のシステム
管理』で説明している手順を使用して後で構成します。
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注 –定足数デバイスは、現在接続されている少なくとも 1つのノードがクラスタメン
バーである場合にのみ、投票数を獲得します。また、クラスタの起動中、定足数デバ
イスは、現在接続されている少なくとも 1つのノードが起動中で、その停止時に最も
最近起動されたクラスタのメンバーであった場合にのみ投票数を獲得します。

定足数の構成
定足数 (quorum)の構成は、クラスタ内のノードの数によって異なります。

� 2ノードクラスタ – 2ノードクラスタを形成するには、定足数投票数 (quorum vote
count)が 2つ必要です。これらの 2つの投票数は、2つのクラスタノード、または
1つのノードと 1つの定足数デバイスのどちらかによるものです。ただし、2ノー
ドクラスタでは、一方のノードに障害が発生したときに単一ノードで処理を続行で
きるように、1つの定足数デバイスが構成されなければなりません。

� 3ノード以上のクラスタ –ディスク格納装置へのアクセスを共有するすべてのノー
ドペア間に、定足数デバイスを指定する必要があります。たとえば、図 3–3のよう
な 3ノードクラスタを想定します。この場合、ノードAとノード Bが同じディス
ク格納装置へのアクセスを共有し、ノード Bとノード Cは別のディスク格納装置
へのアクセスを共有します。この構成では、合計 5つの投票数があります。3つは
ノードによるもの、2つはノード間で共有される定足数デバイスによるものです。
クラスタを形成するには、過半数の投票数 (この場合は 3票)が必要です。

Sun Clusterソフトウェアでは定足数デバイスを、ディスク格納装置へのアクセス
を共有するすべてのノードペア間で指定する必要はなく、実際にそのような指定は
行われません。しかし、N+1構成が 2ノード構成になり、両方のディスク格納装
置へアクセスするノードに障害が発生すると、必要な投票数を提供します。すべて
のペア間で定足数デバイスを構成すると、残りのノードはクラスタとして動作を継
続することができます。

これらの構成の例については、図 3–3を参照してください。
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図 3–3定足数デバイス構成の例

定足数のガイドライン
定足数デバイスを設定するときは、次のガイドラインを使用してください。

� 同じ共有ディスク格納装置に接続されたすべてのノード間で定足数デバイスを確立
します。共有格納装置内に 1つのディスクを定足数デバイスとして追加し、いずれ
かのノードに障害が生じたときに、他のノードが定足数を維持して、共有格納装置
上のディスクデバイスグループをマスターできるようにします。

� 定足数デバイスは少なくとも 2つのノードに接続する必要があります。
� 定足数デバイスとして、二重ポート定足数デバイスとして使用される、任意の

SCSI-2または SCSI-3ディスクが使用できます。3つ以上のノードに接続された
ディスクは、ディスクが定足数デバイスとして使用されるかどうかに関係なく、
SCSI-3持続的グループ予約 (PGR)をサポートしなければなりません。詳細につい
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ては、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』の計画に関する章を参照し
てください。

� 定足数デバイスとしてユーザーデータを含むディスクを使用できます。

障害による影響の防止
クラスタの主要な問題は、クラスタがパーティション分割される (sprit-brainと呼ば
れる)原因となる障害です。この障害が発生すると、一部のノードが通信できなくな
るため、個々のノードまたはノードの一部が、個々のクラスタまたはクラスタの一部
を形成しようとします。各部分、つまりパーティションは、多重ホストディスクに対
して単独のアクセスと所有権を持つものと誤って認識します。そのため、複数のノー
ドがディスクに書き込もうとすると、データが破壊される可能性があります。

障害による影響の防止機能では、多重ホストディスクへのアクセスを物理的に防止す
ることによって制限します。障害が発生するかパーティション分割され、ノードがク
ラスタから切り離されると、障害による影響の防止機能によって、ノードがディスク
にアクセスできなくなります。現在のメンバーノードだけが、ディスクへのアクセス
権を持つため、データの完全性が保たれます。

ディスクデバイスサービスは、多重ホストディスクを使用するサービスに対して、
フェイルオーバー機能を提供します。現在、ディスクデバイスグループの主ノード
(所有者)として機能しているクラスタメンバーに障害が発生するか、またはこのメン
バーに到達できなくなると、新しい主ノードが選択されて、ディスクデバイスグルー
プへのアクセスが可能になり、わずかな割り込みだけで処理が続行されます。このプ
ロセス中、古い主ノードは、新しい主ノードが起動される前に、デバイスへのアクセ
スを放棄しなければなりません。ただし、あるメンバーがクラスタから切り離されて
到達不能になると、クラスタはそのノードに対して、主ノードであったデバイスを解
放するように通知できません。したがって、存続するメンバーが、障害の発生したメ
ンバーから広域デバイスを制御してアクセスできるようにする手段が必要です。

SunPlexシステムは、SCSIディスク予約を使用して、障害による影響の防止機能を実
装します。SCSI予約を使用すると、障害が発生したノードは、多重ホストディスクに
よって阻止されて、これらのディスクへのアクセスが防止されます。

SCSI-2ディスク予約は、ある形式の予約をサポートしています。これは、ディスクに
接続されたすべてのノードへのアクセスを付与するか (予約が設定されていない場
合)、または単一ノード (予約を保持するノード)へのアクセスを制限するものです。

クラスタメンバーは、別のノードがクラスタインターコネクトを介して通信していな
いことを検出すると、障害による影響の防止手順を開始して、そのノードが共有
ディスクへアクセスするのを防止します。この障害による影響の防止機能が実行され
る場合、通常、阻止されるノードは、そのコンソールに「reservation
conflict」(予約の衝突)というメッセージを表示して停止します。

予約の衝突は、ノードがクラスタメンバーではなくなったことが検出された後で、
SCSI予約がこのノードと他のノードの間で共有されるすべてのディスクに対して設定
されると発生します。阻止されるノードは阻止されていることを認識しない場合があ
り、共有ディスクのどれかにアクセスしようとして、予約を検出して停止します。
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障害の影響を防止するフェイルファースト機構

異常のあるノードが再起動され、共有ストレージに書き込むのを防ぐクラスタフレー
ムワークの機構をフェイルファーストといいます。

クラスタのメンバーである各ノードでは、定足数ディスクを含むアクセス可能な
個々のディスクに対し ioctl (MHIOCENFAILFAST)が連続的に有効にされます。この
ioctlは特定のディスクドライバに対する命令です。ディスクが他のノードによって予
約されているためにそのディスクにアクセスできないと、ノードは自らをパニックさ
せる (強制的に停止する)ことができます。

MHIOCENFAILFAST ioctlが有効になっていると、ドライバは、ノードからその
ディスクに対して出されるすべての読み取りや書き込みからのエラーに、
Reservation_Conflictエラーコードが含まれていないか検査します。ioctlは
バックグラウンドでディスクに対して周期的にテスト操作を行い、
Reservation_Conflictがないか検査します。Reservation_Conflictが返さ
れると、フォアグラウンドとバックグラウンドのコントロールフローパスが両方とも
パニックを発生します。

SCSI-2ディスクの場合、予約は永続的ではないため、ノードが再起動されると無効に
なります。Persistent Group Reservation (PGR)の SCSI-3ディスクでは、予約情報は
そのディスクに格納されるため、ノードが再起動されても有効です。フェイルファー
スト機構は、SCSI-2ディスクでも SCSI-3ディスクでも同じように機能します。

定足数を獲得できるパーティションに属していないノードが、クラスタ内の他のノー
ドとの接続を失うと、そのノードは別のノードによってクラスタから強制的に切り離
されます。定足数を獲得できるパーティションのノードによって予約されている共有
ディスクに、定足数をもたないノードからアクセスすると、ノードは予約衝突のエ
ラーを受け取り、フェイルファースト機構に基づいてパニックを発生します。

パニックを発生したノードは、再起動を行ってクラスタに再び結合しようとするか、
OpenBoot PROM (OBP)プロンプトの状態に留まることができます。どちらのアク
ションをとるかは、OBPの auto-boot?パラメータの設定に依存します。

ボリューム管理ソフトウェア
SunPlexは、ボリューム管理ソフトウェアを使用し、ミラーとホットスペアディスク
によりデータの可用性を向上させ、ディスクの障害と交換を処理します。

SunPlexには、独自の内部ボリューム管理ソフトウェアコンポーネントはありません
が、次のボリューム管理ソフトウェアに依存しています。

� Solaris Volume Manager
� VERITAS Volume Manager

クラスタ内のボリューム管理ソフトウェアは、次の処理に対するサポートを提供して
います。

� ノード障害のフェイルオーバー処理
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� 異なるノードからの多重パスサポート
� ディスクデバイスグループへの遠隔からの透過アクセス

クラスタの制御下にあるボリューム管理オブジェクトは、ディスクデバイスグループ
になります。ボリューム管理ソフトウェアの詳細については、使用するボリューム管
理ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

注 –ディスクセットまたはディスクグループを計画する場合の重要な考慮事項とし
て、その関連ディスクデバイスグループが、クラスタ内のアプリケーションリソース
(データ)にどのように関連付けられているかを理解する必要があります。詳細は、
『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』と『Sun Cluster 3.1データサービスの
インストールと構成』を参照してください。

データサービス
「データサービス」という用語は、単一のサーバーではなく、クラスタで動作するよ
うに構成された Oracleや Sun ONE Web Serverなどサードパーティのアプリケー
ションを意味します。データサービスは、アプリケーションや、専用の Sun Cluster
構成ファイル、および、アプリケーションの以下の操作を制御する Sun Cluster管理
メソッドからなります。

� 開始
� 停止
� 監視と訂正手段の実行

図 3–4に、単一のアプリケーションサーバーで動作するアプリケーション (単一サー
バーモデル)と、クラスタで動作する同じアプリケーション (クラスタサーバーモデ
ル)との比較を示します。ユーザーから見れば、この 2つの構成には何の違いもあり
ません。しかし、クラスタ化されたアプリケーションでは、処理が速くなる可能性が
あるだけでなく、可用性が高まります。
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図 3–4標準的なクライアントサーバー構成とクラスタ化されたクライアントサーバー構成

単一モデルでは、特定のパブリックネットワークインタフェース (ホスト名)を介して
サーバーにアクセスするようにアプリケーションを設定します。ホスト名は、この物
理サーバーに関係付けられています。

クラスタサーバーモデルのパブリックネットワークインタフェースは「論理ホスト
名」か「共有アドレス」です。論理ホスト名と共有アドレスを指す用語とし
て「ネットワークリソース」が使用されます。

一部のデータサービスでは、ネットワークインタフェースとして論理ホスト名か共有
アドレスのいずれか (入れ替え不可)を指定する必要があります。しかし、別のデータ
サービスでは、論理ホスト名や共有アドレスをどちらでも指定することができます。
どのようなタイプのインタフェースを指定する必要があるかについては、各データ
サービスのインストールや構成の資料を参照してください。

ネットワークリソースは、特定の物理サーバーと関連付けられているわけではありま
せん。ネットワークリソースは、ある物理サーバーから別の物理サーバーに移すこと
ができます。

ネットワークリソースは、当初、1つのノード (一次ノード)に関連付けられていま
す。しかし、一次ノードに障害が発生すると、ネットワークリソース (およびアプリ
ケーションリソース)は、別のクラスタノード (二次ノード)にフェイルオーバーされ
ます。ネットワークリソースがフェイルオーバーされても、アプリケーションリソー
スは、短時間の遅れの後に二次ノードで動作を続けます。

図 3–5に、単一サーバーモデルとクラスタサーバーモデルとの比較を示します。クラ
スタサーバーモデルのネットワークリソース (この例では論理ホスト名)は、複数のク
ラスタノード間を移動できます。アプリケーションは、特定のサーバーに関連付けら
れたホスト名として、この論理ホスト名を使用するように設定されます。
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図 3–5固定ホスト名と論理ホスト名

共有アドレスも最初は 1つのノードに関連付けられています。このノードを広域イン
タフェース (GIF)ノードといいます。共有アドレスは、クラスタへの唯一のネット
ワークインタフェースとして使用されます。これを「広域インタフェース」といいま
す。

論理ホスト名モデルとスケーラブルサービスモデルの違いは、スケーラブルサービス
モデルでは、各ノードのループバックインタフェースにも共有アドレスがアクティブ
に設定される点です。この設定では、データサービスの複数のインスタンスをいくつ
かのノードで同時にアクティブにすることができます。「スケーラブルサービス」と
いう用語は、クラスタノードを追加してアプリケーションの CPUパワーを強化すれ
ば、性能が向上することを意味します。

GIFに障害が発生した場合には、共有アドレスを、同じアプリケーションのインスタ
ンスが動作している別のノードに移すことができます (これによって、このノードが
新しい GIFノードになる)。または、共有アドレスを、このアプリケーションを実行し
ていない別のクラスタノードにフェイルオーバーすることができます。

図 3–6に、単一サーバー構成とクラスタ化されたスケーラブルサービス構成との比較
を示します。スケーラブルサービス構成では、共有アドレスがすべてのノードに設定
されています。フェイルオーバーデータサービスに論理ホスト名が使用される場合と
同じように、アプリケーションは、特定のサーバーに関連付けられたホスト名の代わ
りにこの共有アドレスを使用するように設定されます。
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図 3–6固定ホスト名と共有アドレス

データサービスメソッド
Sun Clusterソフトウェアでは、Resource Group Manager (RGM)の制御下で動作する
一連のサービス管理メソッドが提供されます。RGMは、これらのメソッドを使用
し、クラスタノードで動作するアプリケーションの起動や停止、監視を行います。こ
れらのメソッドとクラスタフレームワークソフトウェアおよび多重ホストディスクに
より、アプリケーションは、フェイルオーバーデータサービスやスケーラブルデータ
サービスとして機能します。

さらに、RGMは、アプリケーションのインスタンスやネットワークリソース (論理ホ
スト名と共有アドレス)といったクラスタのリソースを管理します。

Sun Clusterソフトウェアが提供するメソッドの他に、SunPlexシステムからもAPI
やいくつかのデータサービス開発ツールが提供されます。これらのツールを使用すれ
ば、アプリケーションプログラマは、独自のデータサービスメソッドを開発し、他の
アプリケーションを高可用性データサービスとして Sun Clusterソフトウェアの下で
実行できます。

フェイルオーバーデータサービス
データサービスが実行されているノード (主ノード)に障害が発生すると、サービス
は、ユーザーによる介入なしで別の作業ノードに移行します。フェイルオーバーサー
ビスは、アプリケーションインスタンスリソースとネットワークリソース (論理ホス
ト名)のコンテナである、フェイルオーバーリソースグループを使用します。論理ホ
スト名とは、1つのノードに構成して、後で自動的に元のノードや別のノードに構成
できる IPアドレスのことです。
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フェイルオーバーデータサービスでは、アプリケーションインスタンスは単一ノード
でのみ実行されます。フォルトモニターは、エラーを検出すると、データサービスの
構成に従って、同じノードでそのインスタンスを再起動しようとするか、別のノード
でそのインスタンスを起動 (フェイルオーバー)しようとします。

スケーラブルデータサービス
スケーラブルデータサービスは、複数ノードのアクティブインスタンスに対して効果
があります。スケーラブルサービスは、2つのリソースグループを使用します。アプ
リケーションリソースを含むスケーラブルリソースグループと、スケーラブルサービ
スが依存するネットワークリソース (共有アドレス)を含むフェイルオーバーリソース
グループです。スケーラブルリソースグループは、複数のノードでオンラインにでき
るため、サービスの複数のインスタンスを一度に実行できます。共有アドレスのホス
トとなるフェイルオーバーリソースグループは、一度に 1つのノードでしかオンライ
ンにできません。スケーラブルサービスをホストとするすべてのノードは、サービス
をホストするための同じ共有アドレスを使用します。

サービス要求は、単一ネットワークインタフェース (広域インタフェース)を介してク
ラスタに入り、負荷均衡ポリシーによって設定されたいくつかの定義済みアルゴリズ
ムの 1つに基づいてノードに分配されます。クラスタは、負荷均衡ポリシーを使用
し、いくつかのノード間でサービス負荷均衡をとることができます。他の共有アドレ
スをホストしている別のノード上に、複数の広域インタフェースが存在する可能性が
あります。

スケーラブルサービスの場合、アプリケーションインスタンスはいくつかのノードで
同時に実行されます。広域インタフェースのホストとなるノードに障害が発生する
と、広域インタフェースは別のノードで処理を続行します。アプリケーションインス
タンスの実行に失敗した場合、そのインスタンスは同じノードで再起動しようとしま
す。

アプリケーションインスタンスを同じノードで再起動できず、別の未使用のノードが
サービスを実行するように構成されている場合、サービスはその未使用ノードで処理
を続行します。あるいは、残りのノードで実行し続けて、サービススループットを低
下させることになります。

注 –各アプリケーションインスタンスの TCP状態は、広域インタフェースノードでは
なく、インスタンスを持つノードで維持されます。したがって、広域インタフェース
ノードに障害が発生しても接続には影響しません。

図 3–7は、フェイルオーバーリソースグループとスケーラブルリソースグループの例
と、スケーラブルサービスにとってそれらの間にどのような依存関係があるのかを示
しています。この例は、3つのリソースグループを示しています。フェイルオーバー
リソースグループには、可用性の高い DNSのアプリケーションリソースと、可用性
の高い DNSおよび可用性の高いApache Web Serverの両方によって使用される
ネットワークリソースが含まれます。スケーラブルリソースグループには、Apache
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Web Serverのアプリケーションインスタンスだけが含まれます。リソースグループの
依存関係は、スケーラブルリソースグループとフェイルオーバーリソースグループの
間に存在し (実線)、Apacheアプリケーションリソースはすべて、共有アドレスであ
るネットワークリソース schost-2に依存する (破線)ことに注意してください。

図 3–7フェイルオーバーリソースグループとスケーラブルリソースグループの例

スケーラブルサービスの構造

クラスタネットワーキングの主な目的は、データサービスにスケーラビリティを提供
することにあります。スケーラビリティとは、サービスに提供される負荷が増えたと
きに、新しいノードがクラスタに追加されて新しいサーバーインスタンスが実行され
るために、データサービスがこの増加した負荷に対して一定の応答時間を維持できる
ということを示します。このようなサービスをスケーラブルデータサービスと呼びま
す。スケーラブルデータサービスの例としては、Webサービスがあります。通常、ス
ケーラブルデータサービスはいくつかのインスタンスからなり、それぞれがクラスタ
の異なるノードで実行されます。これらのインスタンスはリモートクライアントから
見ると 1つのサービスとして動作し、1つのサービス機能を実現します。たとえば、
いくつかのノードで実行されるいくつかの httpdデーモンからなるスケーラブル
Webサービスがあります。どの httpdデーモンもクライアント要求に対応できま
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す。要求に対応するデーモンは、負荷均衡ポリシーによって決められます。クライア
ントへの応答は、その要求にサービスを提供する特定のデーモンからではなく、サー
ビスからのもののようにみえるため、単一サービスの外観が維持されます。

スケーラブルサービスは、次の内容からなります。

� スケーラブルサービスに対するネットワークインフラストラクチャのサポート

� 負荷均衡

� ネットワーキングおよびデータサービスに対するサポート (リソースグループマ
ネージャーを使用)

次の図は、スケーラブルサービスの構造を示したものです。

図 3–8スケーラブルサービスの構造

広域インタフェースのホストではないノード (プロキシノード)には、そのループ
バックインタフェースでホストされる共有アドレスがあります。広域インタフェース
で受信したパケットは、構成可能な負荷均衡ポリシーに基づいて、他のクラスタノー
ドに分配されます。次に、構成できる負荷均衡ポリシーについて説明します。

負荷均衡ポリシー

負荷均衡は、スケーラブルサービスのパフォーマンスを応答時間とスループットの両
方の点で向上させます。
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スケーラブルデータサービスには、 pureと stickyの 2つのクラスがあります。 pure
サービスとは、そのいずれかのインスタンスがクライアント要求に応答できるサービ
スをいいます。stickyサービスとは、クライアントが同じインスタンスに要求を送る
サービスをいいます。これらの要求は、別のインスタンスには変更されません。

pureサービスは、ウェイト設定した (weighted)負荷均衡ポリシーを使用します。こ
の負荷均衡ポリシーのもとでは、クライアント要求は、デフォルトで、クラスタ内の
サーバーインスタンスに一律に分配されます。たとえば、3ノードクラスタでは、各
ノードに 1のウェイトがあるものと想定します。各ノードは、そのサービスに代
わって、クライアントからの要求の 3分の 1のサービスを提供します。ウェイトは、
scrgadm(1M)コマンドインタフェースまたは SunPlex Manager GUIを使用し、管理
者がいつでも変更できます。

stickyサービスには、ordinary stickyと wildcard stickyの 2種類があります。sticky
サービスを使用すると、内部状態メモリーを共有でき (アプリケーションセッション
状態)、複数の TCP接続でアプリケーションレベルの同時セッションが可能です。

ordinary stickyサービスを使用すると、クライアントは、複数の同時 TCP接続で状態
を共有できます。単一ポートを待機しているそのサーバーインスタンスという点で、
そのクライアントは stickyであると呼ばれます。クライアントは、インスタンスが起
動していてアクセス可能であり、負荷分散ポリシーがサーバーのオンライン時に変更
されていなければ、すべての要求が同じサーバーのインスタンスに送られることを保
証されます。

たとえば、クライアント上のWebブラウザは、3つの異なる TCP接続を使用して、
ポート 80にある共有 IPアドレスに接続しますが、これらの接続はサービスで
キャッシュされたセッション情報を交換します。

stickyポリシーを一般化すると、そのポリシーは同じインスタンスの背後で
セッション情報を交換する複数のスケーラブルサービスにまで及びます。これらの
サービスが同じインスタンスの背後でセッション情報を交換する場合、同じノードで
異なるポートと通信する複数のサーバーインスタンスという点で、そのクライアント
は stickyであると呼ばれます。

たとえば、電子商取引サイトの顧客は、ポート 80の HTTPを使用して買い物をしま
すが、購入した製品の支払いをクレジットカードで行うためには、ポート 443で SSL
に切り替えて機密データを送ります。

wildcard stickyサービスは、動的に割り当てられたポート番号を使用しますが、クラ
イアント要求がやはり同じノードに送られるものと想定します。クライアントは、同
じ IPアドレスという点で、ポートに対して sticky wildcardです。

このポリシーの例としては、受動モード FTPがあります。クライアントは、ポート
21の FTPサーバーに接続して、動的ポート範囲のリスナーポートサーバーに接続す
るよう、そのサーバーから通知を受けます。この IPアドレスに対する要求はすべて、
サーバーが制御情報によってクライアントに通知した、同じノードに転送されます。
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これらの各 stickyポリシーでは、ウェイト設定した (weighted)負荷均衡ポリシーがデ
フォルトで有効であるため、クライアントの最初の要求は、負荷均衡によって指定さ
れたインスタンスにリダイレクトされます。インスタンスが実行されているノードと
クライアントが関係を確立すると、そのノードがアクセス可能で、負荷分散ポリシー
が変更されない限り、今後の要求はそのインスタンスに送られます。

次に、各負荷均衡ポリシーの詳細について説明します。

� weighted -負荷は指定されたウェイト値に従って各種のノードに分配されます。負
荷は指定されたウェイト値に従って各種のノードに分配されます。このポリシー
は Load_balancing_weightsプロパティに設定された LB_WEIGHTEDの値を使
用して設定されます。ウェイトがノードについて明示的に設定されていない場合
は、デフォルトで 1が設定されます。

ウェイト設定したポリシーは、一定の割合のクライアントトラフィックを特定ノー
ドに送るためのものです。たとえば、X=「ウエイト」、A=「すべてのアクティブ
ノードの合計ウエイト」であるとします。アクティブノードでは、新しい接続数の
合計の約 X/Aがこのアクティブノードに送られると予測できます。ただし、この
場合接続数の合計が十分に大きな数であるとします。このポリシーは、個々の要求
には対応しません。

このポリシーは、ラウンドロビンではないことに注意してください。ラウンドロビ
ンポリシーでは、クライアントからの各要求が、最初の要求はノード 1、2番目の
要求はノード 2といったように常に異なるノードに送られます。

� sticky -このポリシーでは、ポートの集合が、アプリケーションリソースの構成時
に認識されます。このポリシーは、Load_balancing_policyリソースプロパ
ティの LB_STICKYの値を使用して設定されます。

� sticky-wild -このポリシーは、通常の stickyポリシーの上位セットです。このポリ
シーは、通常の “sticky”ポリシーの上位セットです。 IPアドレスによって識別さ
れるスケーラブルサービスでは、ポートはサーバーによって割り当てられます (し
たがって事前には認識されない)。ポートは変更されることがあります。このポリ
シーは、Load_balancing_policyリソースプロパティの LB_STICKY_WILDの
値を使用して設定されます。

フェイルバック設定
リソースグループは、ノードからノードへ処理を継続します。このようなリソースグ
ループの移行が起こると、それまでの二次ノードが新しい主ノードになります。元の
主ノードがオンラインに復帰したときにどのようなアクションを取るか (つまり、元
の主ノードを再び主ノードに戻す (フェイルバックする)か、現在の主ノードをそのま
ま継続するか)は、フェイルバックの設定値で決まります。この選択は、リソースグ
ループのプロパティ Failbackで設定します。

特定のインスタンスでは、リソースグループをホストする元のノードに障害が発生し
て再起動が繰り返される場合、フェイルバックを設定すると、リソースグループの可
用性が低下することがあります。
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データサービス障害モニター
SunPlexの各データサービスには、データサービスを定期的に探索してその状態を判
断する障害モニターがあります。障害モニターは、アプリケーションデーモンが実行
されていて、クライアントにサービスが提供されていることを確認します。探索に
よって得られた情報をもとに、デーモンの再起動やフェイルオーバーの実行などの事
前に定義された処置が開始されます。

新しいデータサービスの開発
Sunが提供する構成ファイルや管理メソッドのテンプレートを使用することで、さま
ざまなアプリケーションをクラスタ内でフェイルオーバーサービスやスケーラブル
サービスとして実行できます。フェイルオーバーサービスやスケーラブルサービスと
して実行するアプリケーションが Sunから提供されていない場合は、APIや DSET
APIを使用して、フェイルオーバーサービスやスケーラブルサービスとして動作する
ようにアプリケーションを設定できます。

アプリケーションがフェイルオーバーサービスを使用できるかどうかを判断するため
の基準があります。個々の基準は、アプリケーションで使用できるAPIについて説明
した SunPlexのマニュアルに記載されています。

次に、それぞれのサービスがスケーラブルデータサービスの構造を利用できるかどう
かを知るために役立つガイドラインをいくつか示します。スケーラブルサービスの一
般的な情報については、60ページの「スケーラブルデータサービス」を参照してくだ
さい。

次のガイドラインを満たす新しいサービスは、スケーラブルサービスを利用できま
す。既存のサービスがこれらのガイドラインに従っていない場合は、そのサービスが
ガイドラインに準拠するように、一部を書き直さなければならない場合があります。

スケーラブルデータサービスには、以下の特性があります。まず、このようなサービ
スは、1つまたは複数のサーバーインスタンスからなります。各インスタンスは、ク
ラスタの異なるノードで実行されます。同じサービスの複数のインスタンスを、同じ
ノードで実行することはできません。

次に、サービスが外部論理データ格納を使用する場合は、この格納に対する複数の
サーバーインスタンスからの同時アクセスの同期をとって、更新が失われたり、変更
中のデータを読み取ったりすることを避ける必要があります。この格納をメモリー内
部の状態と区別するために「外部」と呼び、格納がそれ自体複製されている場合でも
単一の実体として見えるため、「論理的」と呼んでいることに注意してください。ま
た、この論理データ格納には、サーバーインスタンスが格納を更新するたびに、その
更新がすぐに他のインスタンスで見られるという特性があります。

SunPlexシステムは、このような外部記憶領域をそのクラスタファイルシステムと広
域 rawパーティションを介して提供します。例として、サービスが外部ログファイル
に新しいデータを書き込む場合や既存のデータを修正する場合を想定してください。
このサービスの複数インスタンスが実行されている場合は、それぞれがこの外部ログ
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へのアクセスを持ち、同時にこのログにアクセスできます。各インスタンスは、この
ログに対するアクセスの同期をとる必要があります。そうしないと、インスタンスは
相互に妨害しあうことになります。サービスは、fcntl(2)および lockf(3C)に
よって通常の Solarisファイルロックを使用して、必要な同期をとることができます。

このような格納のもう1つの例としては、高可用性 Oracleや Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersなどのバックエンドデータベースが挙げられます。
このようなバックエンドデータベースサーバーは、データベース照会または更新トラ
ンザクションを使用するのに内部組み込みの同期を使用するため、複数のサーバーイ
ンスタンスが独自の同期を実装する必要がありません。

現在の実現状態ではスケーラブルサービスではないサービスの例として、Sun
のIMAPサーバーがあります。このサービスは格納を更新しますが、その格納はプラ
イベートであり、複数の IMAPインスタンスがこの格納に書き込むと、更新の同期が
とられないために相互に上書きし合うことになります。IMAPサーバーは、同時アク
セスの同期をとるよう書き直す必要があります。

最後に、インスタンスは、他のインスタンスのデータから切り離されたプライベート
データを持つ場合があることに注意してください。このようなケースでは、データは
プライベートであり、そのインスタンスだけがデータを処理するため、サービスは同
時アクセスの同期をとる必要はありません。この場合、このプライベートデータが広
域にアクセス可能になる可能性があるため、このデータをクラスタファイルシステム
のもとで保存しないように注意する必要があります。

データサービスAPIとデータサービス開発ライブラリAPI
SunPlexシステムには、アプリケーションの可用性を高めるための次のサービスがあ
ります。

� SunPlexシステムの一部として提供されるデータサービス
� データサービスAPI
� DSDL API (データサービス開発ライブラリAPI)
� 汎用データサービス

『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』は、SunPlexシステムで提
供されるデータサービスをインストール、構成する方法を説明しています。『Sun
Cluster 3.1データサービス開発ガイド』には、Sun Clusterフレームワークの下でその
他のアプリケーションの可用性を高めるにはどうすればよいかが説明されています。

Sun Cluster APIを使用すると、アプリケーションプログラマは、障害モニターおよび
データサービスインスタンスを起動して停止するスクリプトを開発できます。これら
のツールを使用すると、アプリケーションをフェイルオーバーまたはスケーラブル
データサービスとして設計できます。さらに、SunPlexシステムの「汎用」データ
サービスを使用すれば、アプリケーションをフェイルオーバーサービスかスケーラブ
ルサービスとして実行するための起動メソッドや停止メソッドを簡単に生成できま
す。

66 Sun Cluster 3.1 10/03の概念 • 2003年 10月, Revision A



クラスタインターコネクトによるデータサービス
トラフィックの送受信
クラスタには、ノード間を結ぶ複数のネットワーク接続が必要です。クラスタイン
ターコネクトは、これらの接続から構成されています。クラスタ化ソフトウェアは、
可用性や性能を高めるために複数のインターコネクトを使用します。ファイルシステ
ムのデータやスケーラブルサービスのデータなどの内部トラフィックでは、メッセー
ジが、すべての使用可能なインターコネクト上にラウンドロビン方式でストライプ化
されます。

クラスタインターコネクトは、ノード間の通信の可用性を高めるためにアプリケー
ションから使用することもできます。たとえば、分散アプリケーションでは、個々の
コンポーネントが異なるノードで動作することがあり、その場合には、ノード間の通
信が必要になります。パブリック伝送の代わりにクラスタインターコネクトを使用す
ることで、個別のリンクに障害が発生しても、接続を持続することができます。

ノード間の通信にクラスタインターコネクトを使用するには、クラスタのインストー
ル時に設定したプライベートホスト名をアプリケーションで使用する必要がありま
す。たとえば、ノード 1のプライベートホスト名が clusternode1-privである場
合、クラスタインターコネクトを経由してノード 1と通信するときにこの名前を使用
する必要があります。この名前を使用してオープンされた TCPソケットは、クラスタ
インターコネクトを経由するように経路指定され、ネットワークに障害が発生した場
合でも、この TCPソケットは透過的に再経路指定されます。

複数のプライベートホスト名がインストール時に設定されているため、クラスタイン
ターコネクトでは、その時点で選択した任意の名前を使用できます。実際の名前は、
scha_cluster_get(3HA)に scha_privatelink_hostname_node引数を指定す
ることによって取得できます。

クラスタインターコネクトをアプリケーションレベルで使用する場合には、個々の
ノードペア間の通信に 1つのインターコネクトが使用されます。ただし、可能であれ
ば、別のノードペアには別のインターコネクトが使用されます。たとえば、3つの
ノードで動作するアプリケーションが、クラスタインターコネクト経由で通信してい
るとします。この場合、たとえば、ノード 1とノード 2の通信にはインタフェース
hme0が、ノード 1とノード 3の通信にはインタフェース qfe1がそれぞれ使用され
ます。つまり、アプリケーションによる 2ノード間の通信は 1つのインターコネクト
に制限されますが、内部のクラスタ通信はすべてのインターコネクト上にストライプ
化されます。

インターコネクトはアプリケーションと内部のクラスタトラフィックによって共有さ
れるため、アプリケーションから使用できる帯域幅の量は、他のクラスタトラ
フィックに使用される帯域幅の量に左右されます。インターコネクトに障害が発生す
ると、内部トラフィックは残りのインターコネクト上にラウンドロビン方式で分散さ
れますが、障害が発生したインターコネクト上のアプリケーションは動作しているイ
ンターコネクトに切り替えられます。
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クラスタインターコネクトでは、2つのタイプのアドレスがサポートされます。さら
に、プライベートホスト名に対する gethostbyname(3N)では、通常 2つの IPアド
レスが返されます。最初のアドレスを「論理 pairwiseアドレス」と呼び、2番目のア
ドレスを「論理 pernodeアドレス」と呼びます。

個々のノードペアには、異なる論理 pairwiseアドレスが割り当てられます。この小規
模な論理ネットワークでは、接続のフェイルオーバーがサポートされます。さらに、
各ノードには、固定した pernodeアドレスが割り当てられます。つまり、
clusternode1-privの論理 pairwiseアドレスはノードごとに異なりますが、
clusternode1-privの論理 pernodeアドレスは各ノードで同じです。ただし、
個々のノードが pairwiseアドレスを自分で持っているわけではないため、ノード 1で
gethostbyname(clusternode1-priv)を実行しても、論理 pernodeアドレスだけ
が返されます。

アプリケーションがクラスタインターコネクト経由の接続を受け入れ、セキュリ
ティの目的で IPアドレスを検査する場合には、gethostbynameから返される最初の
IPアドレスだけでなく、すべての IPアドレスを検査する必要があります。

アプリケーション全体にわたって一貫した IPアドレスが必要な場合は、クライアント
側でもサーバー側でもその pernodeアドレスにバインドするようにアプリケーション
を設定します。これによって、すべての接続にこの pernodeアドレスが使用されま
す。

リソース、リソースグループ、リソースタイプ
データサービスは、複数のリソースタイプを利用します。たとえば、Apache Web
Serverや Sun ONE Web Serverなどのアプリケーションは、それらのアプリケー
ションが依存するネットワークアドレス (論理ホスト名と共有アドレス)を使用しま
す。アプリケーションとネットワークリソースは、RGMが管理する基本ユニットを
形成します。

データサービスはリソースタイプです。たとえば、Sun Cluster HA for Oracleはリ
ソースタイプ SUNW.oracle-serverで、Sun Cluster HA for Apacheはリソースタ
イプ SUNW.apacheです。

リソースはリソースタイプをインスタンス化したもので、クラスタ規模で定義されま
す。いくつかのリソースタイプがすでに定義されています。

ネットワークリソースは、SUNW.LogicalHostnameまたは SUNW.SharedAddress
リソースタイプです。これら 2つのリソースタイプは、Sun Clusterソフトウェア製品
によって事前に登録されています。

SUNW.HAStorageおよび HAStoragePlusリソースタイプは、リソースと、そのリ
ソースが依存しているディスクデバイスグループの起動を同期させるために使用しま
す。この同期をとることで、データサービスの起動前にクラスタファイルシステムの
マウントポイント、広域デバイス、およびデバイスグループ名のパスが利用可能にな
ります。詳細は、『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』の「リ
ソースグループとディスクデバイスグループ間の起動の同期」を参照してください。
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HAStoragePlusは Sun Cluster 3.0 5/02で追加されたリソースタイプであり、ロー
カルファイルシステムを高可用対応にする新たな機能を備えています。この機能の詳
細については、46ページの「HAStoragePlusリソースタイプ」を参照してくださ
い。

RGMが管理するリソースは、1つのユニットとして管理できるようリソースグループ
と呼ばれるグループに配置されます。リソースグループ上でフェイルオーバーまたは
スイッチオーバーが開始されると、リソースグループは 1つのユニットとして移行さ
れます。

注 –アプリケーションリソースが含まれるリソースグループをオンラインにすると、
そのアプリケーションが起動します。データサービスの起動メソッドは、アプリケー
ションが起動され、実行されるのを待ってから、正常に終了します。アプリケー
ションの起動と実行のタイミングの確認は、データサービスがクライアントにサービ
スを提供しているかどうかをデータサービスの障害モニターが確認する方法と同じで
す。このプロセスの詳細については、『SunCluster 3.1データサービスのインストール
と構成』を参照してください。

リソースグループマネージャ (RGM)
RGMは、データサービス (アプリケーション)を、リソースタイプの実装によって管
理されるリソースとして制御します。これらの実装は、汎用データサービステンプ
レート、データサービス開発ライブラリAPI (DSDL API)、リソース管理API
(RMAPI)と共に Sunによって提供されるか、開発者によって作成されます。クラスタ
管理者は、リソースグループと呼ばれるコンテナにリソースを作成して管理します。
RGMは、クラスタメンバーシップの変更に応じて、指定ノードのリソースグループ
を停止および開始します。

RGMは「リソース」と「リソースグループ」に作用します。リソースやリソースグ
ループは、 RGMのアクションに従ってオンラインになったり、オフラインになりま
す。リソースやリソースグループに適用される状態や設定値の詳細は、69ページ
の「リソースおよびリソースグループの状態と設定値」を参照してください。RGM
制御の下でリソース管理プロジェクトを起動する方法については、68ページの「リ
ソース、リソースグループ、リソースタイプ」を参照してください。

リソースおよびリソースグループの状態と設定値
リソースやリソースグループの値は管理者によって静的に設定されるため、これらの
設定値を変更するには管理上の作業が必要です。RGMでは、リソースグループ
の「状態」が動的に変更されます。次に、このような設定値と状態について説明しま
す。

� managed (管理)または unmanaged (非管理) -クラスタ全体に適用されるこの設定
値は、リソースグループだけに使用されます。リソースグループは RGMによって
管理されます。リソースグループを RGMによって管理または非管理にするには、
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scrgadm(1M)コマンドを使用します。これらの設定値は、クラスタ再構成では変
更されません。

新たに作成したリソースグループの状態は非管理になっています。このグループの
いずれかのリソースをアクティブにするためには、リソースグループの状態が管理
になっていなければなりません。

スケーラブルWebサーバーなど、ある種のデータサービスでは、ネットワークリ
ソースの起動前や停止後に、あるアクションが必要です。このアクションには、
initialization (INIT)と finish (FINI)データサービスメソッドを使用します。INIT
メソッドが動作するためには、リソースが置かれているリソースグループが管理状
態になっていなければなりません。

リソースグループを非管理から管理の状態に変更すると、そのグループに対して登
録されている INITメソッドがグループの各リソースに対して実行されます。

リソースグループを管理から非管理の状態に変更すると、登録されている FINIメ
ソッドが呼び出され、クリーンアップが行われます。

INITや FINIメソッドは、一般にスケーラブルサービスのネットワークリソースに
対して使用されますが、これらのメソッドは、アプリケーションによって行われな
い任意の初期設定やクリーンアップにも使用できます。

� enabled (有効)または disabled (無効) -クラスタ全体に適用されるこの設定値は、
リソースだけに使用されます。リソースを有効または無効にするには、scrgadm
(1M)コマンドを使用します。これらの設定値は、クラスタ再構成では変更されま
せん。

リソースの通常の設定では、リソースは有効にされ、システムでアクティブに動作
しています。

何らかの理由であるリソースをすべてのクラスタノードで使用不能にする場合は、
そのリソースを無効にします。無効にされたリソースは、一般的な使用には提供さ
れません。

� online (オンライン)または offline (オフライン) –動的に変更可能なこの状態は、リ
ソースとリソースグループに適用されます。

これらの状態は、スイッチオーバーやフェイルオーバーで行われるクラスタ再構成
手順でクラスタの状態が変わるのに伴って変化します。さらに、これらの状態は、
管理アクションによって変更することもできます。リソースやリソースグループを
オンラインまたはオフライン状態に変更するには、scswitch(1M)を使用しま
す。

フェイルオーバーリソースまたはリソースグループを、どの時点でも 1つのノード
上でのみオンラインにすることができます。スケーラブルリソースまたはリソース
グループは、いくつかのノードではオンラインにし、他のノードではオフラインに
することができます。スイッチオーバーやフェイルオーバーでの間、リソースグ
ループやリソースグループに属するリソースは、あるノードでオフラインにされて
から、別のノードでオンラインにされます。

あるリソースグループがオフラインであるなら、そのすべてのリソースもオフライ
ンです。あるリソースグループがオンラインであるなら、有効にされているそのす
べてのリソースもオンラインです。
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リソースグループはいくつかのリソースを持つことができますが、リソース間には
相互依存関係があります。したがって、これらのリソースをオンラインまたはオフ
ラインにするときには、特定の順序で行う必要があります。リソースをオンライン
またはオフラインにするためにメソッドが必要とする時間は、リソースによって異
なります。リソースの相互依存関係と起動や停止時間の違いにより、クラスタの再
構成では、同じリソースグループのリソースでもオンラインやオフラインの状態が
異なることがあります。

リソースとリソースグループプロパティ
SunPlexデータサービスのリソースやリソースグループのプロパティ値は構成できま
す。標準的なプロパティはすべてのデータサービスに共通です。拡張プロパティは各
データサービスに特定のものです。標準プロパティおよび拡張プロパティのいくつか
は、デフォルト設定によって構成されているため、これらを修正する必要はありませ
ん。それ以外のプロパティは、リソースを作成して構成するプロセスの一部として設
定する必要があります。各データサービスのマニュアルでは、設定できるリソースプ
ロパティの種類とその設定方法を指定しています。

標準プロパティは、通常特定のデータサービスに依存しないリソースおよびリソース
グループプロパティを構成するために使用されます。これらの標準プロパティについ
ては、『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』の付録を参照してく
ださい。

RGM拡張プロパティは、アプリケーションバイナリの場所や構成ファイルなどの情
報を提供するものです。拡張プロパティは、データサービスの構成に従って修正する
必要があります。拡張プロパティについては、『Sun Cluster 3.1データサービスのイ
ンストールと構成』のデータサービスに関する各章を参照してください。

データサービスプロジェクトの構成
RGMを使ってデータサービスをオンラインにするときに、これを特定の Solarisプロ
ジェクト名の下で起動することができます。そのためには、データサービスを構成す
るときに、RGMによって管理されるリソースまたはリソースグループと Solarisプロ
ジェクト IDを対応付ける必要があります。リソースまたはリソースグループとプロ
ジェクト IDを対応付けることによって、ユーザーは、Solaris環境で提供される高度
なコントロールを使ってクラスタ内の負荷や使用量を管理できるようになります。

注 –この構成を行うためには、Sun Clusterソフトウェアの最新リリースと Solaris 9
が必要です。

ノードを他のアプリケーションと共有している場合には、クラスタ環境で Solaris管理
機能を使用することによって、最も重要なアプリケーションに高い優先度を与えるこ
とができます。ノードを複数のアプリケーションで共有する例としては、サービスを

第 3章 •重要な概念 –管理とアプリケーション開発 71



統合した場合や、アプリケーションのフェイルオーバーが起った場合があります。こ
こで述べる管理機能を使用すれば、優先度の低いアプリケーションが CPU時間など
のシステムサプライを過度に使用するのを防止し、重要なアプリケーションの性能を
高めることができます。

注 –この機能に関連する Solarisのマニュアルでは、CPU時間、プロセス、タスク
や、これに類するコンポーネントを「リソース」と呼んでいます。一方、Sun Cluster
のマニュアルでは、RGMの制御下にあるエンティティを「リソース」と呼んでいま
す。ここでは、RGMの制御下にある Sun Clusterエンティティを「リソース」と呼
び、CPU時間やプロセス、タスクなどを「サプライ」と呼びます。

以下の説明は、プロセスを指定した Solaris 9の project(4)で起動するようにデー
タサービスを構成する方法を概念的に述べたものです。さらに、以下の説明では、
Solaris環境の管理機能を使用するために必要なフェイルオーバーのシナリオやヒント
について述べます。管理機能の概念や手順については、『Solaris 9 System
Administrator Collection.』の『Solarisのシステム管理 (資源管理とネットワークサービ
ス)』を参照してください。

クラスタ内で Solaris管理機能を使用できるようにリソースやリソースグループを構成
するための手順は次のようになります。

1. アプリケーションをリソースの一部として構成します。

2. リソースをリソースグループの一部として構成します。

3. リソースグループのすべてのリソースを有効にします。

4. リソースグループを管理可能にします。

5. リソースグループに対する Solarisプロジェクトを作成します。

6. ステップ 5で作成したプロジェクトとリソースグループ名を対応付けるために標準
プロパティを構成します。

7. リソースグループをオンラインにします。

標準の Resource_project_nameまたは RG_project_nameプロパティを使って
Solarisプロジェクト IDとリソースまたはリソースグループを対応付ける場合には、
scrgadm(1M)コマンドに -yオプションを指定する必要があります。続いて、プロ
パティの値にリソースまたはリソースグループを設定します。プロパティの定義につ
いては、『 Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構』の「標準プロパ
ティ」を参照してください。 プロパティの説明については、 r_properties(5) と
rg_properties(5)を参照してください。

指定するプロジェクト名はプロジェクトデータベース (/etc/project)に存在するも
のでなければなりません。さらに、指定するプロジェクトのメンバーとして rootユー
ザーが設定されていなければなりません。プロジェクト名データベースの概要につい
ては、『Solaris 9 System Administrator Collection』の『 Solarisのシステム管理 (資源管
理とネットワークサービス)』の「プロジェクトとタスク」を参照してください。プロ
ジェクトファイルの構文については、project(4)を参照してください。
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RGMは、リソースまたはリソースグループをオンラインにする際に、関連するプロ
セスをこのプロジェクト名の下で起動します。

注 –リソースまたはリソースグループとプロジェクトを対応付けることはいつでもで
きます。ただし、新しいプロジェクト名を有効にするためには、RGMを使ってプロ
ジェクトのリソースやリソースグループをオフラインにしてから再びオンラインに戻
す必要があります。

リソースやリソースグループをプロジェクト名の下で起動すれば、次の機能を構成す
ることによってクラスタ全体のシステムサプライを管理できます。

� 拡張アカウンティング –使用量をタスクやプロセス単位で記録できるため柔軟性が
増します。拡張アカウンティングでは、使用状況の履歴を調べ、将来の作業負荷の
容量要件を算定できます。

� 制御 –システムサプライの使用を制約する機構を提供します。これにより、プロセ
ス、タスク、およびプロジェクトが特定のシステムサプライを大量に消費すること
を防止できます。

� フェアシェアスケジューリング (FSS) –それぞれの作業負荷に割り当てる CPU時
間を作業負荷の重要性に基づいて制御できます。作業負荷の重要性は、各作業負荷
に割り当てる、CPU時間のシェア数として表されます。FSSをデフォルトのスケ
ジューラとして設定するためのコマンド行インタフェースについては、
dispadmin(1M)のマニュアルページを参照してください。さらに、priocntl
(1)、ps(1)、FSS(7)のマニュアルページも参照してください。

� プール –アプリケーションの必要性に応じて対話型アプリケーション用に仕切りを
使用することができます。プールを使用すれば、サーバーを仕切り分けすることが
でき、同じサーバーで異なるソフトウェアアプリケーションをサポートできます。
プールを使用すると、アプリケーションごとの応答が予測しやすくなります。

プロジェクト構成に応じた要件の決定
Sun Cluster環境で Solarisでの制御を使用してデータサービスを構成する場合は、ス
イッチオーバーやフェイルオーバーの際にリソースの制御や管理をどのように行うか
を決める必要があります。まず、新しいプロジェクトを構成する前にクラスタ内の依
存関係を明確にします。たとえば、リソースやリソースグループはディスクデバイス
グループに依存しています。次に、scrgadm(1M)で設定された nodelist、
failback、maximum_primaries、desired_primariesリソースグループプロパ
ティを使って、使用するリソースグループのノードリスト優先度を確認します。リ
ソースグループとディスクデバイスグループの間におけるノードリスト依存関係の簡
単な説明については、『 Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構』の「リ
ソースグループとディスクデバイスグループの関連性」を参照してください。プロパ
ティの詳しい説明については、rg_properties(5)のマニュアルページを参照して
ください。
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scrgadm(1M)や scsetup(1M)で構成された preferencedおよび failbackプロ
パティを使って、ディスクデバイスグループのノードリスト優先度を判別します。こ
の手順については、『 Sun Cluster 3.1 10/03のシステム管理』の「ディスクデバイス
グループの管理」の「ディスクデバイスのプロパティを変更する」を参照してくださ
い。ノード構成の概念やフェイルオーバーおよびスケーラブルデータサービスの動作
については、19ページの「SunPlexシステムハードウェアコンポーネント」を参照し
てください。

すべてのクラスタノードを同じように構成すると、主ノードと二次ノードに対して同
じ使用限度が割り当てられます。各プロジェクトの構成パラメータは、すべてのノー
ドの構成ファイルに定義されているすべてのアプリケーションに対して同じである必
要はありません。特定のアプリケーションに対応するすべてのプロジェクトは、少な
くとも、そのアプリケーションのすべての潜在的マスターにあるプロジェクトデータ
ベースからアクセス可能でなければなりません。たとえば、アプリケーション 1は
phys-schost-1によってマスターされているが、phys-schost-2や phys-schost-3にス
イッチオーバーまたはフェイルオーバーされる可能性があるとします。アプリケー
ション 1に対応付けられたプロジェクトは、これら 3つのノード (phys-schost-1、phys-
schost-2、phys-schost-3)上でアクセス可能でなければなりません。

注 –プロジェクトデータベース情報は、ローカルの /etc/projectデータベース
ファイルに格納することも、NISマップや LDAPディレクトリサーバーに格納するこ
ともできます。

Solaris環境では、使用パラメータの柔軟な構成が可能です。Sun Clusterによって課
せられる制約はほとんどありません。どのような構成を選択するかはサイトの必要性
によって異なります。システムの構成を始める前に、次の各項の一般的な指針を参考
にしてください。

プロセス当たりの仮想メモリー制限の設定
仮想メモリーの制限をプロセス単位で制御する場合は、process.max-address-
spaceコントロールを使用します。process.max-address-space値の設定方法
については、rctladm(1M)のマニュアルページを参照してください。

Sun Clusterで制御機能を使用する場合は、アプリケーションの不要なフェイルオー
バーが発生したり、アプリケーションの「ピンポン」現象が発生するのを防止するた
めにメモリー制限を適切に設定する必要があります。そのためには、一般に次の点に
注意する必要があります。

� メモリー制限をあまり低く設定しない。

アプリケーションは、そのメモリーが限界に達すると、フェイルオーバーを起こす
ことがあります。データベースアプリケーションにとってこの指針は特に重要で
す。その仮想メモリーが限界を超えると予期しない結果になることがあるからで
す。

� 主ノードと二次ノードに同じメモリー制限を設定しない。
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同じメモリー制限を設定すると、アプリケーションのメモリーが限度に達し、アプ
リケーションが、同じメモリー制限をもつ二次ノードにフェイルオーバーされたと
きに「ピンポン」現象を引き起こすおそれがあります。そのため、二次ノードのメ
モリー制限には、主ノードよりもわずかに大きな値を設定します。異なるメモリー
制限を設定することによって「ピンポン」現象の発生を防ぎ、管理者はその間にパ
ラメータを適切に変更することができます。

� 負荷均衡を達成する目的でリソース管理メモリー制限を使用する。

たとえば、メモリー制限を使用すれば、アプリケーションが誤って過度のスワップ
領域を使用することを防止できます。

フェイルオーバーシナリオ
管理パラメータを適切に構成すれば、プロジェクト構成 (/etc/project)内の割り当
ては、通常のクラスタ操作でも、スイッチオーバーやフェイルオーバーの状況でも正
常に機能します。

以下の各項ではシナリオ例を説明します。

� 最初の「2つのアプリケーションを供う 2ノードクラスタ」と「3つのアプリケー
ションを供う 2ノードクラスタ」の項では、すべてのノードが関係するフェイル
オーバーシナリオを説明します。

� 「リソースグループだけのフェイルオーバー」の項では、アプリケーションだけの
フェイルオーバー操作について説明します。

クラスタ環境では、アプリケーションはリソースの一部として構成され、リソースは
リソースグループ (RG)の一部として構成されます。障害が発生すると、対応付けら
れたアプリケーションと共にリソースグループが別のノードにフェイルオーバーされ
ます。以下の例では、リソースは明示的に示されていません。各リソースには、1つ
のアプリケーションが構成されているものとします。

注 –フェイルオーバーは、RGMに設定されているノードリスト内の優先順位に従って
行われます。

以下の例は次のように構成されています。

� アプリケーション 1 (App-1)はリソースグループ RG-1に構成されています。
� アプリケーション 2 (App-2)はリソースグループ RG-2に構成されています。
� アプリケーション 3 (App-3)はリソースグループ RG-3に構成されています。

フェイルオーバーが起こると、各アプリケーションに割り当てられる CPU時間の割
合が変化します。ただし、割り当てられているシェアの数はそのままです。この割合
は、そのノードで動作しているアプリケーションの数と、アクティブな各アプリケー
ションに割り当てられているシェアの数によって異なります。

これらのシナリオでは、次のように構成が行われているものとします。
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� すべてのアプリケーションが共通のプロジェクトの下に構成されています。

� 各リソースには 1つのアプリケーションがあります。

� すべてのノードにおいて、アクティブなプロセスはこれらのアプリケーションだけ
です。

� プロジェクトデータベースは、クラスタの各ノードで同一に構成されています。

2つのアプリケーションを供う 2ノードクラスタ

2ノードクラスタに 2つのアプリケーションを構成することによって、それぞれの物
理ホスト (phys-schost-1、 phys-schost-2)を 1つのアプリケーションのデフォルトマス
ターにすることができます。一方の物理ホストは、他方の物理ホストの二次ノードに
なります。アプリケーション 1とアプリケーション 2に関連付けられているすべての
プロジェクトは、両ノードのプロジェクトデータベースファイルに存在していなけれ
ばなりません。クラスタが正常に動作している間、各アプリケーションはそれぞれの
デフォルトマスターで動作し、管理機能によってすべての CPU時間を割り当てられ
ます。

フェイルオーバーかスイッチオーバーが起ると、これらのアプリケーションは同じ
ノードで動作し、構成ファイルの設定に従ってシェアを割り当てられます。たとえ
ば、 /etc/project ファイルに次のエントリが指定されていると、アプリケー
ション 1に 4シェアが、アプリケーション 2に 1シェアがそれぞれ割り当てられま
す。

Prj_1:100:project for App-1:root::project.cpu-shares=(privileged,4,none)
Prj_2:101:project for App-2:root::project.cpu-shares=(privileged,1,none)

次の図は、この構成の正常時の動作とフェイルオーバー時の動作を表しています。割
り当てられているシェアの数は変わりません。ただし、各アプリケーションに与えら
れる CPU時間の割合は、CPU時間を要求する各プロセスに割り当てられている
シェア数によって異なります。
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3つのアプリケーションを供う 2ノードクラスタ

3つのアプリケーションが動作する 2ノードクラスタでは、1つの物理ホスト (phys-
schost-1)を 1つのアプリケーションのデフォルトマスターとして構成し、もう 1つの
物理ホスト (phys-schost-2)を他の 2つのアプリケーションのデフォルトマスターとし
て構成できます。各ノードには、次のサンプルプロジェクトデータベースファイルが
あるものとします。フェイルオーバーやスイッチオーバーが起っても、プロジェクト
データベースファイルが変更されることはありません。

Prj_1:103:project for App-1:root::project.cpu-shares=(privileged,5,none)
Prj_2:104:project for App_2:root::project.cpu-shares=(privileged,3,none)
Prj_3:105:project for App_3:root::project.cpu-shares=(privileged,2,none)

クラスタが正常に動作している間、アプリケーション 1には、そのデフォルトマス
ター phys-schost-1で 5シェアが割り当てられます。このノードで CPU時間を要求す
るアプリケーションはこのアプリケーションだけであるため、この数は 100パーセン
トの CPU時間と同じことです。アプリケーション 2と 3には、それぞれのデフォル
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トマスターである phys-schost-2で 3シェアと 2シェアが割り当てられます。した
がって、正常な動作では、アプリケーション 2に CPU時間の 60パーセントが、アプ
リケーション 3に CPU時間の 40パーセントがそれぞれ割り当てられます。

フェイルオーバーかスイッチオーバーが起り、アプリケーション 1が phys-schost-2に
切り替えられても、3つのアプリケーションの各シェアは変わりません。ただし、割
り当てられる CPUリソースの割合はプロジェクトデータベースファイルに従って変
更されます。

� 5シェアをもつアプリケーション 1には CPUの 50パーセントが割り当てられま
す。

� 3シェアをもつアプリケーション 2には CPUの 30パーセントが割り当てられま
す。

� 2シェアをもつアプリケーション 3には CPUの 20パーセントが割り当てられま
す。

次の図は、この構成の正常な動作とフェイルオーバー動作を示しています。
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リソースグループだけのフェイルオーバー

複数のリソースグループが同じデフォルトマスターに属している構成では、1つのリ
ソースグループ (および、それに関連付けられたアプリケーション)が二次ノードに
フェイルオーバーされたり、スイッチオーバーされることがあります。その間、クラ
スタのデフォルトマスターは動作を続けます。

注 –フェイルオーバーの際、フェイルオーバーされるアプリケーションには、二次
ノード上の構成ファイルの指定に従ってリソースが割り当てられます。この例の場
合、主ノードと二次ノードのプロジェクトデータベースファイルの構成は同じです。

次のサンプル構成ファイルでは、アプリケーション 1に 1シェア、アプリケーション
2に 2シェア、アプリケーション 3に 2シェアがそれぞれ割り当てられています。

Prj_1:106:project for App_1:root::project.cpu-shares=(privileged,1,none)
Prj_2:107:project for App_2:root::project.cpu-shares=(privileged,2,none)
Prj_3:108:project for App_3:root::project.cpu-shares=(privileged,2,none)

以下の図は、この構成の正常時の動作とフェイルオーバー時の動作を表しています。
ここでは、アプリケーション 2が動作する RG-2が phys-schost-2にフェイルオーバー
されます。割り当てられているシェアの数は変わりません。ただし、各アプリケー
ションに与えられる CPU時間の割合は、CPU時間を要求する各アプリケーションに
割り当てられているシェア数によって異なります。
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パブリックネットワークアダプタと IPネットワー
クマルチパス
クライアントは、パブリックネットワークを介してクラスタにデータ要求を行いま
す。各クラスタノードは、1対のパブリックネットワークアダプタを介して少なくと
も 1つのパブリックネットワークに接続されています。

パブリックネットワークアダプタを監視したり、障害の発生時に IPアドレスをあるア
ダプタから別のアダプタにフェイルオーバーする基本的な機構は、Sun Clusterで動作
する Solarisインターネットプロトコル (IP)ソフトウェアが提供します。各クラスタ
ノードには独自の IPネットワークマルチパス構成があり、これは他のクラスタノード
と異なります。

パブリックネットワークアダプタは、IPマルチパスグループ (マルチパスグループ)と
して編成されます。各マルチパスグループには、1つまたは複数のパブリックネット
ワークアダプタがあります。マルチパスグループの各アダプタはアクティブにするこ
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とができます。あるいは、スタンバイインタフェースを構成し、フェイルオーバーが
起こるまでそれらを非アクティブにしておくことができます。in.mpathdマルチパ
スデーモンは、テスト IPアドレスを使って障害や修復を検出します。マルチパスデー
モンによってアダプタの 1つに障害が発生したことが検出されると、フェイルオー
バーが行われます。すべてのネットワークアクセスは、障害のあるアダプタからマル
チパスグループの別の正常なアダプタにフェイルオーバーされます。これによって、
そのノードのパブリックネットワーク接続が維持されます。デーモンは、スタンバイ
インタフェースが構成されていれば、このスタンバイインタフェースを選択します。
そうでない場合、in.mpathdは、最も小さい IPアドレス番号を持つインタフェース
を選択します。フェイルオーバーはアダプタインタフェースレベルで行われるため、
フェイルオーバー時の一時的な短い遅れを除き、TCPなど高レベルの接続への影響は
ありません。IPアドレスのフェイルオーバーが正常に終了すると、自動的にARPブ
ロードキャストが送信されます。したがって、遠隔クライアントへの接続は維持され
ます。

注 – TCPの構成回復特性が原因で、正常なフェイルオーバーの後、セグメントのいく
つかがフェイルオーバー中に失われて、TCPの混雑制御機構をアクティブ化するため
に、TCPエンドポイントではさらに遅延が生じる可能性があります。

マルチパスグループには、論理ホスト名と共有アドレスリソースの構築ブロックがあ
ります。論理ホスト名と共有アドレスリソースとは別にマルチパスグループを作成し
て、クラスタノードのパブリックネットワーク接続を監視する必要もあります。ノー
ド上の同じマルチパスグループが、任意の数の論理ホスト名、または共有アドレスリ
ソースのホストとなることができます。論理ホスト名と共有アドレスリソースの詳細
については、『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』を参照してく
ださい。

注 – IPネットワークマルチパス機構の設計は、アダプタの障害を検出してその障害を
覆い隠すことを目的としています。この設計は、ifconfig(1M)を使用して論理 (ま
たは共有) IPアドレスのどれかを削除した状態から管理者を回復させることを目的と
していません。Sun Clusterソフトウェアは、論理アドレスや共有 IPアドレスを
RGMによって管理されるリソースとみなします。管理者が IPアドレスを追加または
削除する正しい方法は、scrgadm(1M)を使用してリソースを含むリソースグループ
を修正するというものです。

IPネットワークマルチパスが Solarisにどのように実装されているかについては、ク
ラスタにインストールされている Solarisオペレーティング環境のマニュアルを参照し
てください。

オペレーティング環境のリリース 参照箇所

Solaris 8オペレーティング環境 『 IPネットワークマルチパスの管理』
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オペレーティング環境のリリース 参照箇所

Solaris 9オペレーティング環境 『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IP
ネットワークマルチパス (トピック)」

動的再構成のサポート
Sun Cluster 3.1による動的再構成 (DR: Dynamic Reconfiguration)ソフトウェア機能
のサポートは段階的に開発されています。この節では、Sun Cluster 3.1による DR機
能のサポートの概念と考慮事項について説明します。

Solarisの DR機能の説明で述べられているすべての必要条件、手順、制限は Sun
Clusterの DRサポートにも適用されます (オペレーティング環境の休止操作を除く)。
したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能を使用する前に、必ず、Solarisの
DR機能についての説明を参照してください。特に、DR Detach操作中に、ネット
ワークに接続されていない入出力デバイスに影響する問題について確認してくださ
い。『Sun Enterprise 10000 Dynamic Reconfigurationユーザーマニュアル』と『Sun
Enterprise 10000 Dynamic Reconfigurationリファレンスマニュアル』が、
http://docs.sun.comで参照できます。

動的再構成の概要
DR機能では、システムハードウェアの切り離しなどの操作をシステムの稼動中に行
うことができます。 DRプロセスの目的は、システムを停止したり、クラスタの可用
性を中断したりせずにシステム操作を継続できるようにすることです。

DRはボードレベルで機能します。したがって、DR操作は、ボードのすべてのコン
ポーネントに影響を及ぼします。ボードには、CPUやメモリー、ディスクドライブや
テープドライブ、ネットワーク接続の周辺機器インタフェースなど、複数のコンポー
ネントが取り付けられています。

アクティブなコンポーネントを含むボードを切り離すと、システムエラーになりま
す。DRサブシステムは、ボードを切り離す前に、他のサブシステム (Sun Clusterな
ど)に問い合わせてボード上のコンポーネントが使用されているかを判別します。
ボードが使用中であることがわかると、DRのボード切り離し操作は行われません。
したがって、DRのボード切り離し操作はいつ行ってもかまいません。DRサブシステ
ムが、アクティブなコンポーネントを含むボードに対する操作を拒否するからです。

同様に、DRのボード追加操作も常に安全です。新たに追加されたボードの CPUとメ
モリーは、システムによって自動的にサービス状態になります。ただし、そのボード
のコンポーネントを使用するには、クラスタを手動で構成する必要があります。

82 Sun Cluster 3.1 10/03の概念 • 2003年 10月, Revision A



注 – DRサブシステムにはいくつかのレベルがあります。下位のレベルがエラーを報
告すると、上位のレベルもエラーを報告します。しかし、下位のレベルがエラーを特
定しても、上位のレベルが「原因不明のエラー (Unknown Error)」と報告することが
あります。この上位レベルのエラーは無視してください。

次の各項では、デバイスタイプごとに DRの注意事項を説明します。

CPUデバイスに関する DRクラスタリングの考慮点
Sun Clusterソフトウェアは、CPUデバイスが存在するために DRのボード切り離し
操作を拒否することはありません。

DRのボード追加操作が正常に終わると、追加されたボードの CPUデバイスは自動的
にシステム操作に組み込まれます。

メモリーに関する DRクラスタリングの考慮点
DRでは、メモリーを 2種類に分けて考える必要があります。これらの違いはその使
用方法だけであり、実際のハードウェアは同じものです。

オペレーティングシステムが使用するメモリーは、カーネルメモリーケージと呼ばれ
ます。Sun Clusterソフトウェアは、カーネルメモリーケージを含むボードに対する
ボード切り離し操作をサポートしていないため、このような操作を拒否します。DR
のボード切り離し操作がカーネルメモリーケージ以外のメモリーに関連するものであ
る場合、Sun Clusterはこの操作を拒否しません。

メモリーに関連する DRのボード追加操作が正常に終わると、追加されたボードのメ
モリーは自動的にシステム操作に組み込まれます。

ディスクドライブやテープドライブに関連する DRクラス
タリングの考慮点
Sun Clusterは、主ノードのアクティブなドライブに対する DRのボード切り離し操作
を拒否します。DRのボード切り離し操作を実行できるのは、主ノードのアクティブ
でないドライブや二次ノードのドライブの場合だけです。 DR操作が終了すると、ク
ラスタのデータアクセスが前と同じように続けられます。
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注 – Sun Clusterは、定足数デバイスの使用に影響を与える DR操作を拒否します。定
足数デバイスの考慮事項と、定足数デバイスに対する DR操作の実行手順について
は、84ページの「定足数デバイスに関連する DRクラスタリングの考慮点」を参照し
てください。

詳細な手順については、『Sun Cluster 3.1のシステム管理』を参照してください。

定足数デバイスに関連する DRクラスタリングの考慮点
DRのボード切り離し操作が、定足数デバイスとして構成されているデバイスへのイ
ンタフェースを含むボードに関連する場合、Sun Clusterはこの操作を拒否し、この操
作によって影響を受ける定足数デバイスを特定します。定足数デバイスとしてのデバ
イスに対して DRのボード切り離し操作を行う場合は、まずそのデバイスを無効にす
る必要があります。

詳細な手順については、『Sun Cluster 3.1のシステム管理』を参照してください。

クラスタインターコネクトに関連する DRクラスタリング
の考慮点
DRのボード切り離し操作が、アクティブなクラスタインターコネクトインタフェー
スを含むボードに関連する場合、Sun Clusterはこの操作を拒否し、この操作によって
影響を受けるインタフェースを特定します。DR操作を行うためには、Sun Cluster管
理ツールを使ってアクティブなインタフェースを無効にする必要があります (下記の
注意も参照)。

詳細な手順については、『Sun Cluster 3.1のシステム管理』を参照してください。

Caution – Sun Clusterの個々のクラスタノードには、他のすべてのクラスタノードに
対する有効なパスが、少なくとも 1つは存在していなければなりません。した
がって、個々のクラスタノードへの最後のパスをサポートするプライベートインター
コネクトインタフェースを無効にしないでください。

パブリックネットワークインタフェースに関連する DRク
ラスタリングの考慮点
DRのボード切り離し操作が、アクティブなパブリックネットワークインタフェース
を含むボードに関連する場合、Sun Clusterはこの操作を拒否し、この操作によって影
響を受けるインタフェースを特定します。アクティブなネットワークインタフェース
が存在するボードを切り離す場合は、まず、if_mpadm(1M)コマンドを使って、その
インタフェース上のすべてのトラフィックを同じマルチパスグループの正常な他のイ
ンタフェースに切り替える必要があります。
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Caution –無効にしたネットワークアダプタ上で DR削除操作を実行している間に残り
のネットワークアダプタに障害が発生した場合、可用性に影響が生じます。これは、
DR操作の間は、残りのネットワークアダプタのフェイルオーバー先が存在しないた
めです。

パブリックネットワークインタフェースに対して DR切り離し操作を行うための手順
については、『Sun Cluster 3.1のシステム管理』を参照してください。
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第 4章

頻繁に寄せられる質問 (FAQ)

この章では、SunPlexシステムに関して最も頻繁に寄せられる質問に対する回答を示
します。回答は、トピックごとに構成されています。

高可用性に関する FAQ
� 可用性の高いシステムとは何ですか。

SunPlexシステムでは、高可用性 (HA)を、通常サーバーシステムを使用不能にす
るような障害が発生した場合でも、クラスタがアプリケーションを実行し続けるこ
とができる能力として定義しています。

� クラスタが高可用性を提供するプロセスは何ですか。

クラスタフレームワークは、フェイルオーバーとして知られるプロセスによって可
用性の高い環境を提供します。フェイルオーバーとは、障害の発生したノードから
クラスタ内の別の動作可能ノードにデータサービスリソースを移行するために、ク
ラスタによって実行される一連のステップです。

� フェイルオーバーとスケーラブルデータサービスの違いは何ですか。

高い可用性を備えたデータサービスには、フェイルオーバーデータサービスとス
ケーラブルデータサービスがあります。

フェイルオーバーデータサービスとは、アプリケーションが一度に 1つのクラスタ
内の主ノードだけで実行されることを示します。他のノードは他のアプリケー
ションを実行できますが、各アプリケーションは単一のノードでのみ実行されま
す。主ノードに障害が発生すると、障害が発生したノードで実行されていたアプリ
ケーションは、別のノードに処理を引き継いで実行を続けます。

スケーラブルサービスは、アプリケーションを複数のノードに広げて、単一の論理
サービスを作成します。スケーラブルサービスは、実行されるクラスタ全体のノー
ドとプロセッサの数を強化します。
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クラスタへの物理インタフェースは、アプリケーションごとに 1つのノードに設定
されます。このノードを広域インタフェース (GIF)ノードといいます。クラスタに
は、複数の GIFノードが存在することがあります。個々の GIFには、スケーラブ
ルサービスから使用する 1つまたは複数の論理インタフェースがあります。この論
理インタフェースを「広域インタフェース」と呼びます。GIFノードは、特定のア
プリケーションに対するすべての要求を広域インタフェースを介して受け取り、そ
れらを、そのアプリケーションサーバーが動作している複数のノードに振り分けま
す。GIFに障害が発生すると、広域インタフェースは別のノードにフェイルオー
バーされます。

アプリケーションが実行されているノードに障害が発生すると、アプリケーション
は別のノードで実行を続けますが、障害が発生したノードがクラスタに戻るまで多
少のパフォーマンス低下が生じます。

ファイルシステムに関する FAQ
� 1つまたは複数のクラスタノードを、他のクラスタノードをクライアントとして使
用して、可用性の高い NFSサーバーとして実行できますか。

実行できません。ループバックマウントは行わないでください。

� リソースグループマネージャー (RGM)によって制御されていないアプリケー
ションでクラスタファイルシステムを使用できますか。

使用できます。ただし、RGMの制御下にないと、アプリケーションは、実行され
ているノードに障害があった場合、手動で再起動する必要があります。

� すべてのクラスタファイルシステムのマウントポイントが、/globalディレクトリ
になければなりませんか。

いいえ。ただし、クラスタファイルシステムを /globalなどの同一のマウントポ
イントのもとに置くと、これらのファイルシステムの構成と管理が簡単になりま
す。

� クラスタファイルシステムを使用した場合と NFSファイルシステムをエクスポー
トした場合の違いは何ですか。

次に示すいくつかの違いがあります。

1. クラスタファイルシステムは広域デバイスをサポートします。NFSは、デバイ
スへの遠隔アクセスをサポートしません。

2. クラスタファイルシステムには広域名前空間があります。したがって、必要な
のは 1つのマウントコマンドだけです。これに対し、NFSでは、ファイルシス
テムを各ノードにマウントする必要があります。

3. クラスタファイルシステムは、NFSよりも多くの場合でファイルを
キャッシュします。たとえば、ファイルが、読み取り、書き込み、ファイル
ロック、非同期入出力のために複数のノードからアクセスされている場合で
す。
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4. クラスタファイルシステムは、1つのサーバーに障害が生じた場合のシームレ
スなフェイルオーバーをサポートします。NFSは複数のサーバーをサポートし
ますが、フェイルオーバーは読み取り専用ファイルシステムにのみ可能です。

5. クラスタファイルシステムは、リモート DMAとゼロコピー機能を提供する、
将来の高速クラスタインターコネクトを利用するよう作られています。

6. クラスタファイルシステムのファイルの属性を (chmod(1M)などを使用して)
変更すると、変更内容はすべてのノードでただちに反映されます。エクスポー
トされた NFSファイルシステムでは、この処理に時間がかかる場合がありま
す。

� クラスタノードに /global/.devices/node@<nodeID>というファイルシステムがあ
ります。高い可用性と広域属性を与えたいデータをこのファイルシステムに格納で
きますか。

広域デバイス名前空間が格納されているこれらのファイルシステムは、一般的な使
用を目的としたものではありません。これらのファイルシステムは広域的な属性を
もっていますが、広域的にアクセスされることはありません。つまり、個々のノー
ドは、自身の広域デバイス名前空間にしかアクセスしません。あるノードが停止し
ても、他のノードがこのノードに代わってこの名前空間にアクセスすることはでき
ません。これらのファイルシステムは、高可用性を備えてはいません。した
がって、高可用性や広域属性を与えたいデータをこれらのファイルシステムに格納
すべきではありません。

ボリューム管理に関する FAQ
� すべてのディスクデバイスをミラー化する必要がありますか。

ディスクデバイスの可用性を高くするには、それをミラー化するか、RAID-5ハー
ドウェアを使用する必要があります。すべてのデータサービスは、可用性の高い
ディスクデバイスか、可用性の高いディスクデバイスにマウントされたクラスタ
ファイルシステムのどちらかを使用する必要があります。このような構成にするこ
とで、単一のディスク障害に耐えることができます。

� ローカルディスク (起動ディスク)に対してあるボリューム管理ソフトウェアを使
用し、多重ホストディスクに対して別のボリューム管理ソフトウェアを使用するこ
とはできますか。

この構成は、ローカルディスクを管理する Solaris Volume Managerソフトウェア
と、多重ホストディスクを管理する VERITAS Volume Managerの組み合わせに
よってサポートされます。これ以外の組み合わせではサポートされません。
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データサービスに関する FAQ
� 利用可能な SunPlexデータサービスは何ですか。

サポートされているデータサービスについては、『Sun Cluster 3.1ご使用jにあ
たって』を参照してください。

� SunPlexデータサービスによってサポートされているアプリケーションのバー
ジョンは何ですか。

サポートされているアプリケーションのバージョンについては、『Sun Cluster 3.1
ご使用jにあたって』を参照してください。

� 独自のデータサービスを作成できますか。

作成できます。詳細については、『Sun Cluster 3.1データサービス開発ガイド』と
Data Service Development Library APIと共に提供される文書「Data Service
Enabling Technologies」を参照してください。

� ネットワークリソースを作成する場合に、IPアドレスで指定するのですか。また
はホスト名で指定するのですか。

ネットワークリソースを指定する場合には、IPアドレスではなく、UNIXのホス
ト名を使用することを推奨します。

� ネットワークリソースを作成する場合に、論理ホスト名 (LogicalHostnameリソー
ス)または共有アドレス (SharedAddressリソース)を使用した場合の違いは何で
すか。

Sun Cluster HA for NFSの場合を除き、フェイルオーバーモードリソースグループ
の論理ホスト名リソースを使用するときは、共有アドレスリソースと論理ホスト名
リソースは同様に使用できます。共有アドレスリソースを使用すると、クラスタ
ネットワーキングソフトウェアが論理ホスト名ではなく、共有アドレスに合わせて
構成されているために、多少のオーバーヘッドが生じます。

共有アドレスを使用する利点は、スケーラブルおよびファイルオーバーの両方の
データサービスを構成していて、クライアントが同じホスト名を使用して両方の
サービスにアクセスできるようにする場合に得られます。この場合、共有アドレス
リソースはフェイルオーバーアプリケーションリソースとともに 1つのリソースグ
ループに含まれますが、スケーラブルサービスリソースは個別のリソースグループ
に含まれ、共有アドレスを使用するように構成されます。スケーラブルおよび
フェイルオーバーサービスはどちらも、共有アドレスリソースに構成された同じホ
スト名とアドレスのセットを使用します。
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パブリックネットワークに関する FAQ
� SunPlexシステムがサポートするパブリックネットワークアダプタは何ですか。

現在、SunPlexシステムは、Ethernet (10/100BASE-Tおよび 1000BASE-SX Gb)パ
ブリックネットワークアダプタをサポートしています。今後新しいインタフェース
がサポートされる可能性があるため、最新情報については、ご購入先に確認してく
ださい。

� フェイルオーバーでのMACアドレスの役割は何ですか。

フェイルオーバーが発生すると、新しいアドレス解決プロトコル (ARP)パケット
が生成されて伝送されます。これらのARPパケットには、新しいMACアドレス
(ノードの処理が続行される新しい物理アダプタのアドレス)と古い IPアドレスが
含まれます。ネットワーク上の別のマシンがこれらのパケットの 1つを受け取る
と、そのARPキャッシュから古いMAC-IPマッピングがフラッシュされて、新し
いものが使用されます。

� SunPlexシステムでは、ホストアダプタ用の OpenBoot™ PROM (OBP)に local-
mac-address?=trueを設定できますか。

設定できます。IPマルチパスでは、local-mac-address?に trueを設定する
必要があります。

� IPマルチパスがアダプタの切り替えを行う際に、どの程度の遅延がありますか。

この遅延は数分に及ぶことがあります。これは、IPマルチパススイッチオーバー
が行われる際に余分なARPを送信する必要があるためです。ただし、クライアン
トとクラスタ間のルーターが、この余分なARPを必ず使用するとは限りません。
ルーターは、この IPアドレスのARPキャッシュエントリがタイムアウトになるま
で、停止状態のMACアドレスを使用する可能性があります。

� ネットワークアダプタの障害の検出にはどの程度の時間が必要ですか。

デフォルトの障害検出時間は 10秒です。アルゴリズムは障害をこの時間内に検出
しようとしますが、実際の時間はネットワークの負荷によって異なります。

クラスタメンバーに関する FAQ
� すべてのクラスタメンバーが同じ rootパスワードを持つ必要がありますか。

各クラスタメンバーに同じ rootパスワードを設定する必要はありません。ただ
し、同じ rootパスワードをすべてのノードに使用すると、クラスタの管理を簡略
化できます。

� ノードが起動される順序は重要ですか。
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ほとんどの場合、重要ではありません。ただし、起動順序は、amnesia (詳細は、50
50ページの「定足数と定足数デバイス」を参照)を防止するために重要です。たと
えば、ノード 2が定足数デバイスの所有者であり、ノード 1が停止してノード 2
を停止させた場合は、ノード 2を起動してからノード 1を起動する必要がありま
す。これにより、古いクラスタ構成情報を持つノードを誤って起動するのを防ぐこ
とができます。

� クラスタノードのローカルディスクをミラー化する必要がありますか。

必要があります。このミラー化は必要条件ではありませんが、クラスタノードの
ディスクをミラー化すると、ノードを停止させる非ミラー化ディスクの障害を防止
できます。ただし、クラスタノードのローカルディスクをミラー化すると、システ
ム管理の負荷が増えます。

� クラスタメンバーのバックアップの注意点は何ですか。

クラスタには、いくつかのバックアップ方式を使用できます。1つの方法として
は、1つのノードをテープドライブまたはライブラリが接続されたバックアップ
ノードとして設定します。さらに、クラスタファイルシステムを使用してデータを
バックアップします。このノードは共有ディスクには接続しないでください。

バックアップと復元の手順については、『Sun Cluster 3.1のシステム管理』を参照
してください。

� ノードが、二次ノードとして使用できる状態にあるのはいつですか。

再起動後にノードがログインプロンプトを表示しているときです。

クラスタ記憶装置に関する FAQ
� 多重ホスト記憶装置の可用性を高めるものは何ですか。

多重ホスト記憶装置は、単一のディスクが失われてもミラー化 (またはハード
ウェアベースの RAID-5コントローラ)のために存続できるので、可用性が高くな
ります。多重ホスト記憶装置には複数のホスト接続があるため、接続先の単一ノー
ドが失われても耐えることができます。さらに、各ノードから、接続されている記
憶装置への冗長パスは、ホストバスアダプタやケーブル、ディスクコントローラの
障害に対する備えとなります。

クラスタインターコネクトに関する
FAQ
� SunPlexシステムがサポートするクラスタインターコネクトは何ですか。
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現在、SunPlexシステムがサポートするクラスタインターコネクトは、Ethernet
(100BASE-T Fast Ethernetおよび 1000BASE-SX Gb)と SCIネットワークインター
フェースです。

� 「ケーブル」とトランスポート「パス」の違いは何ですか。

クラスタトランスポートケーブルは、トランスポートアダプタとスイッチを使用し
て構成されます。ケーブルは、アダプタやスイッチをコンポーネント対コンポーネ
ントとして結合します。クラスタトポロジマネージャーは、利用可能なケーブルを
使用し、ノード間にエンドツーエンドのトランスポートパスを構築します。ただ
し、ケーブルとトランスポートパスが 1対 1で対応しているわけではありませ
ん。

ケーブルは、管理者によって静的に「有効」または「無効」にされます。ケーブル
には「状態」(有効または無効)はありますが、「ステータス」はありません。無効
なケーブルは、構成されていない状態と同じです。無効なケーブルをトランスポー
トパスとして使用することはできません。ケーブルを検査することはできないた
め、そのステータスを知ることはできません。ケーブルの状態を見るには scconf
-pを使用します。

トランスポートパスは、クラスタトポロジマネージャーによって動的に確立されま
す。トランスポートパスの「ステータス」はトポロジマネージャーによって決めら
れますが、パスのステータスには「オンライン」と「オフライン」があります。ト
ランスポートパスのステータスを知るには scstat(1M)を使用します。

次のような 2ノードクラスタがあるとします。これには、4つのケーブルが使用さ
れています。

node1:adapter0 to switch1, port0
node1:adapter1 to switch2, port0
node2:adapter0 to switch1, port1
node2:adapter1 to switch2, port1

これらの 4つのケーブルを使用して設定できるトランスポートパスには、次の 2
つがあります。

node1:adapter0 から node2:adapter0

node2:adapter1 から node2:adapter1

クラスタシステムに関する FAQ
� クラスタでの使用における特殊なクライアントの要求や制約について考慮する必要
がありますか。

クライアントシステムは、他のサーバーに接続する場合と同様にクラスタに接続し
ます。データサービスアプリケーションによっては、クライアント側ソフトウェア
をインストールするか、別の構成変更を行なって、クライアントがデータサービス
アプリケーションに接続できるようにしなければならないこともあります。クライ
アント側の構成条件の詳細については、『Sun Cluster 3.1データサービスのインス
トールと構成』を参照してください。
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管理コンソールに関する FAQ
� SunPlexシステムには管理コンソールが必要ですか。

必要です。

� 管理コンソールをクラスタ専用にする必要がありますか、または別の作業に使用す
ることができますか。

SunPlexシステムは、専用の管理コンソールを必要としません。ただし、専用のコ
ンソールを使用すると、次の利点が得られます。

� コンソールと管理ツールを同じマシンにまとめることで、クラスタ管理を一元
化できます。

� ハードウェアサービスプロバイダによる問題解決が迅速に行われます。

� 管理コンソールをクラスタの近く、たとえば同じ部屋に配置する必要があります
か。

ハードウェアの保守担当者に確認してください。保守作業上、コンソールをクラス
タの近くに配置する必要がある場合があります。コンソールを同じ部屋に配置する
必要性は、技術的にはありません。

� 距離の条件すべてが合致するかぎり、1台の管理コンソールが複数のクラスタに
サービスを提供できますか。

提供できます。複数のクラスタを1台の管理コンソールから制御できます。また、
1台の端末集配信装置 (コンセントレータ)をクラスタ間で共有することもできま
す。

端末集配信装置とシステムサービスプロ
セッサに関する FAQ
� SunPlexシステムは端末集配信装置を必要としますか。

Sun Cluster 3.0以降のすべてのソフトウェアリリースの実行には、端末集配信装置
は必要はありません。障害による影響防止に端末集配信装置を必要とした Sun
Cluster 2.2とは異なり、Sun Cluster 3.0以降の製品では端末集配信装置に依存しま
せん。

� ほとんどの SunPlexサーバーは端末集配信装置を使用していますが、Sun
Enterprise E10000サーバーが使用していないのはなぜですか。

端末集配信装置は、ほとんどのサーバーで効率的なシリアル - Ethernetコンバータ
です。そのコンソールポートはシリアルポートです。Sun Enterprise E10000サー
バーサーバーには、シリアルコンソールがありません。システムサービスプロ
セッサ (SSP)は Ethernetまたは jtagポートを介したコンソールです。Sun
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Enterprise E10000サーバーサーバーの場合は、コンソールに対して常に SSPを使
用します。

� 端末集配信装置を使用した場合の利点は何ですか。

端末集配信装置を使用すると、ノードが OpenBoot PROM (OBP)にある場合で
も、ネットワーク上の任意の場所にある遠隔ワークステーションから各ノードに対
して、コンソールレベルのアクセスを行えます。

� Sunがサポートしていない端末集配信装置を使用する場合に注意する点は何です
か。

Sunがサポートする端末集配信装置と他のコンソールデバイスの主な違いは、Sun
の端末集配信装置には、端末集配信装置がコンソールに対して起動時にブレークを
送信するのを防ぐ特殊なファームウェアがあるという点です。ブレーク、またはコ
ンソールに対してブレークと解釈されることがある信号を送信するコンソールデバ
イスの場合、ノードが停止されることに注意してください。

� Sunがサポートする端末集配信装置を再起動しないで、そこにあるロックされた
ポートを開放できますか。

開放できます。リセットする必要があるポート番号を書きとめて、次のコードを実
行してください。

telnet tc
Enter Annex port name or number: cli
annex: su -
annex# admin
admin : reset port_number
admin : quit
annex# hangup
#

Sunがサポートする端末集配信装置の構成と管理の詳細については、『Sun Cluster
3.1のシステム管理』を参照してください。

� 端末集配信装置自体に障害が発生した場合はどうしたらいいですか。別の装置を用
意しておく必要がありますか。

ありません。端末集配信装置に障害が発生しても、クラスタの可用性はまったく失
われません。ただし端末集配信装置が再び機能するまでは、ノードコンソールに接
続できなくなります。

� 端末集配信装置を使用する場合に、セキュリティはどのように制御しますか。

通常、端末集配信装置は、他のクライアントアクセスに使用されるネットワークで
はなく、システム管理者が使用する小規模なネットワークに接続されています。こ
の特定のネットワークに対するアクセスを制限することでセキュリティを制御でき
ます。

� テープドライブやディスクドライブに対して動的再構成をどのように使用するので
すか。

� ディスクドライブやテープドライブが、アクティブなデバイスグループに属し
ているかどうかを確認します。ドライブがアクティブなデバイスグループに属
していない場合は、そのドライブに対して DR切り離し操作を行うことができ
ます。
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� DR切り離し操作によってアクティブなディスクドライブやテープドライブに
影響がある場合には、システムは操作を拒否し、操作によって影響を受けるド
ライブを特定します。そのドライブがアクティブなデバイスグループに属して
いる場合は、83ページの「ディスクドライブやテープドライブに関連する DR
クラスタリングの考慮点」に進みます。

� ドライブが主ノードのコンポーネントであるか、二次ノードのコンポーネント
であるかを確認します。ドライブが二次ノードのコンポーネントである場合
は、そのドライブに対して DR切り離し操作を行うことができます。

� ドライブが主ノードのコンポーネントである場合は、主ノードと二次ノードを
切り替えてから、そのデバイスに対して DR切り離し操作を行う必要がありま
す。

Caution –二次ノードに対して DR操作を行っているときに現在の主ノードに障害が発
生すると、クラスタの可用性が損なわれます。これは、新しい二次ノードが提供され
るまでは、主ノードのフェイルオーバー先が存在しないためです。
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用語集

以下の用語は、SunPlex 3.1のマニュアルで使用されています。

amnesia (アムネジア) クラスタの停止後そのクラスタが無効なクラスタ構成データ (CCR)を
使用して再起動する状態。たとえば、ノード 1だけが動作可能な 2
ノードクラスタで、クラスタ構成の変更がノード 1で発生した場合、
ノード 2の CCRは無効になる。クラスタ全体が停止してノード 2か
ら再起動した場合、ノード 2の無効な CCRが原因で amnesia (アムネ
シア)状態が発生する。

DIDドライバ Sun Clusterソフトウェアによって実装されるドライバで、クラスタ間
で一貫したデバイス名前空間を提供する。「DID名」も参照。

DID名 SunPlexシステムの広域デバイスを識別するために使用される。
Solaris論理名と 1対 1または 1対多の関係を持つクラスタ化識別子
で、dXsYの形式をとる。Xは整数、Yはスライス名を示す。
「Solaris論理名」も参照。

GIFノード 「広域インタフェースノード」を参照。

HAデータサービス 「データサービス」を参照。

IPv4 インターネットプロトコルバージョン 4。IPとも呼ばれる。このバー
ジョンは 32ビットのアドレス空間を提供する。

IPネットワークマルチパ
スグループ

単一のアダプタの障害時に相互にバックアップするように構成され
た、同じノード、同じサブネットに接続されたネットワークアダプタ
のセット。

Scalable Coherent
Interface (SCI)

クラスタインターコネクトとして使用される高速インターコネクト
ハードウェア。

Solaris Volume Manager SunPlexシステムによって使用されるボリューム管理ソフトウェア。
「ボリューム管理ソフトウェア」も参照。

Solaris物理名 Solarisのデバイスドライバによってデバイスに指定される名前。これ
は、Solarisマシン上で、/devicesツリーのパスとして示す。たとえ
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ば、典型的な SCSIディスクには、次のような Solaris物理名がある。
/devices/sbus@1f,0/SUNW,fas@e,8800000/sd@6,0:c,raw

「Solaris論理名」も参照。

Solaris論理名 通常、Solarisデバイスの管理に使用される名前。ディスクの場合、こ
れらは通常、/dev/rdsk/c0t2d0s2のようになる。これらの各
Solaris論理デバイス名には、対応する Solaris物理デバイス名があ
る。「DID名」と「Solaris物理名」も参照。

Sun Cluster (ソフト
ウェア)

SunPlexシステムのソフトウェア部分。「SunPlex」を参照

SunPlex 高可用性サービスやスケーラブルサービスを提供するために使用され
る、ハードウェアと Sun Clusterソフトウェアが統合されたシステ
ム。

VERITAS Volume
Manager

SunPlexシステムによって使用されるボリューム管理ソフトウェア。
「ボリューム管理ソフトウェア」も参照。

イベント 管理されるオブジェクトの状態、マスター、重大度の説明における変
更。

インスタンス 「リソース起動」を参照。

インターネットプロトコ
ル (IP)ネットワークマル
チパス

障害モニターとフェイルオーバーを使用し、単一のネットワークアダ
プタやケーブルの障害が原因でノードの可用性が失われるのを防ぐソ
フトウェア。IPネットワークマルチパスフェイルオーバーは、IP
ネットワークマルチパスグループのセットを使用し、クラスタノード
とパブリックネットワーク間に冗長接続を提供する。障害モニターと
フェイルオーバー機能は共に動作し、リソースの可用性を確保する。
「IPネットワークマルチパスグループ」を参照。

管理コンソール クラスタ管理ソフトウェアの実行に使用されるワークステーション。

共有アドレスリソース クラスタ内のノードで実行されるすべてのスケーラブルサービスに
よって結合されるネットワークアドレス。これによりノード上のサー
ビスがスケーラブルになる。クラスタは複数の共有アドレスを持つこ
とができ、サービスは複数の共有アドレスに結合できる。

クラスタ クラスタファイルシステムを共有し、フェイルオーバー、パラレルリ
ソース、またはスケーラブルリソースを実行するためにともに構成さ
れた、複数の相互接続されたノードやドメイン。

クラスタインターコネク
ト

ケーブル、クラスタトランスポート接続点、およびクラスタトランス
ポートアダプタから成るハードウェアのネットワークインフラストラ
クチャ。Sun Clusterおよびデータサービスソフトウェアにより、クラ
スタ内通信で使用される。

クラスタ構成レポジトリ
(CCR)

Sun Clusterソフトウェアによって、クラスタ構成情報を持続的に保存
するために使用される可用性の高い複製データストア。
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クラスタトランスポート
アダプタ

ノードに常駐して、ノードをクラスタインターコネクトに接続する
ネットワークアダプタ。「クラスタインターコネクト」も参照。

クラスタトランスポート
ケーブル

終端間を接続するネットワーク接続。クラスタトランスポートアダプ
タとクラスタトランスポート接続点の間の接続、または 2つのクラス
タトランスポートアダプタの間の接続。「クラスタインターコネク
ト」も参照。

クラスタトランスポート
接続点

クラスタインターコネクトの一部として使用されるハードウェアス
イッチ。「クラスタインターコネクト」も参照。

クラスタノード クラスタメンバーとして構成されたノード。クラスタノードは、現在
のメンバーである場合も、そうでない場合もある。「クラスタメン
バー」も参照。

クラスタファイルシステ
ム

既存のローカルファイルシステムに対し、クラスタ全体で可用性の高
いアクセスを提供するクラスタサービス。

クラスタメンバー 現在のクラスタ実装のアクティブメンバー。このメンバーは、他のク
ラスタメンバーとリソースを共有し、他のクラスタメンバー、および
クラスタのクライアントの両方にサービスを提供できる。「クラスタ
ノード」も参照。

クラスタメンバーシップ
モニター (CMM)

クラスタメンバーシップの一貫性を維持するソフトウェア。このメン
バーシップ情報は、残りのクラスタ化されたソフトウェアによって、
可用性の高いサービスを配置する場所を決定するために使用される。
CMMは、非クラスタメンバーがデータを破壊したり、破壊された
データや矛盾したデータをクライアントに送信できないようにする。

広域インタフェース 共有アドレスの物理的なホストとなる広域ネットワークインタフェー
ス。「共有アドレス」も参照。

広域インタフェース
(GIF)ノード

広域インタフェースのホストとなるノード。

広域リソース Sun Clusterソフトウェアのカーネルレベルで提供される可用性の高い
リソース。広域リソースには、ディスク (HAデバイスグループ)、ク
ラスタファイルシステム、広域ネットワーキングを含めることができ
る。

広域デバイス ディスク、CD-ROM、テープなど、すべてのクラスタメンバーからア
クセスできるデバイス。

広域デバイス名前空間 広域デバイスを示すクラスタ全体にわたる論理的な名前空間。Solaris
環境のローカルデバイスは、/dev/dsk、/dev/rdsk、/dev/rmt
ディレクトリに定義されている。広域デバイス名前空間は、広域デバ
イスを、/dev/global/dsk、/dev/global/rdsk、
/dev/global/rmtの各ディレクトリに定義する。

コロケーション
(collocation)

同じノードに存在するプロパティ。この概念は、パフォーマンスを向
上させるために、クラスタ構成中に使用される。
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システムサービスプロ
セッサ (SSP)

Sun Enterprise 10000構成で、特にクラスタメンバーとの通信に使用
されるクラスタ外部のデバイス。

自動フェイルバック 主ノードがエラーを起こし、その後にクラスタのメンバーとして再起
動された場合、リソースグループまたはデバイスグループをその主
ノードに返すプロセス。

終端 クラスタトランスポートアダプタまたはクラスタトランスポート接続
点上の物理ポート。

主ノード リソースグループまたはデバイスグループが現在オンラインである
ノード。つまり、主ノードとは、現在リソースに関連するサービスを
ホストまたは実装しているノードのこと。「二次ノード」も参照。

主ホスト名 主パブリックネットワーク上のノードの名前。常に、
/etc/nodenameに指定されたノード名になる。「二次ホスト名」も
参照。

障害モニター データサービスの各部分を検出して、処置をとるために使用される障
害デーモンとプログラム。「リソースモニター」も参照。

スイッチオーバー クラスタ内のあるマスター (ノード)から別のマスター (または、リ
ソースグループが複数の主ノードに構成されている場合は複数のマス
ター)へのリソースグループ、またはデバイスグループの正常な転
送。スイッチオーバーは、管理者によって、scswitch(1M)コマンド
を使用して開始される。

スイッチバック 「フェイルバック」を参照。

スプリットブレイン クラスタが複数のパーティションに分割される状態。各パー
ティションは、相互の存在を認識しないで形成される。

スペア フェイルオーバーが発生した場合、二次ノードに変更できるクラスタ
ノード。「二次ノード」も参照。

スケーラブルサービス 複数のノードで同時に実行されるように実装されたデータサービス。

スケーラブルリソース 複数のノードで実行されるリソース (各ノードのインスタンス)で、ク
ラスタインターコネクトを使用して、サービスの遠隔クライアントに
対して単一サービスの外観を提示する。

潜在主ノード 主ノードに障害が発生した場合に、フェイルオーバーリソースをマス
ターできるクラスタメンバー。「デフォルトマスター」も参照。

潜在マスター 「潜在主ノード」を参照。

多重ホームホスト 複数のパブリックネットワーク上にあるホスト。

多重ホストディスク 物理的に複数のノードに接続されたディスク。

単一インタフェースリ
ソース

クラスタ全体で最大で 1つのリソースをアクティブにできるリソー
ス。

端末集配信装置 Sun Enterprise 10000以外の構成で、特にクラスタメンバーとの通信
に使用されるクラスタ外部のデバイス。コンセントレータとも言う。
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チェックポイント ソフトウェアの状態の同期を取るように指示するため、主ノードから
二次ノードに対して送信される通知。「主ノード」と「二次ノード」
も参照。

テイクオーバー 「フェイルオーバー」を参照。

ディスクグループ 「デバイスグループ」を参照。

ディスクセット 「デバイスグループ」を参照。

ディスクデバイスグルー
プ

「デバイスグループ」を参照。

定足数デバイス 定足数 (quorum)を確立してクラスタを実行するために使用される票
を持つ、複数のノードによって共有されるディスク。クラスタは、定
足数の票が利用可能な場合にのみ動作する。定足数デバイスは、クラ
スタが独立したノードの集合にパーティション分割されて、新しいク
ラスタを構成するノードの集合を設定するときに使用される。

データサービス リソースグループマネージャー (RGM)の制御下で、可用性の高いリ
ソースとして実行されるように実装されたアプリケーション。

デバイス ID Solarisを介して使用可能になるデバイスを識別する機構。
devid_get(3DEVID)のマニュアルページも参照。

Sun Cluster DIDドライバは、デバイス IDを使用して、異なるクラス
タノードの Solaris論理名間の相関関係を判断する。DIDドライバ
は、各デバイスでそのデバイス IDを検証する。そのデバイス IDが、
クラスタ内の他の場所にある別のデバイスと一致する場合、両方のデ
バイスに同じ DID名が指定される。そのデバイス IDがクラスタ内に
ない場合は、新しい DIDが割り当てられる。「Solaris論理名」
と「DIDドライバ」も参照。

デバイスグループ クラスタ HA構成内の異なるノードからマスター可能な、ディスクな
どのデバイスリソースのユーザー定義グループ。このグループには、
ディスクのデバイスリソース、Solstice DiskSuiteディスクセット、お
よび VERITAS Volume Managerディスクグループを含めることがで
きる。

デフォルトマスター フェイルオーバーリソースタイプがオンラインになるデフォルトクラ
スタメンバー。

二次ノード 主ノードに障害が発生した場合にディスクデバイスグループおよびリ
ソースグループをマスターするために使用できるクラスタメンバー。
「主ノード」も参照。

二次ホスト名 二次パブリックネットワークのノードにアクセスするために使用され
る名前。「主ホスト名」も参照。

ネットワークアドレスリ
ソース

「ネットワークリソース」を参照。
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ネットワークリソース 1つまたは複数の論理ホスト名または共有アドレスを含むリソース。
「論理ホスト名リソース」と「共有アドレスリソース」も参照。

ノード SunPlexシステムの一部にできる物理的なマシンまたは (Sun
Enterprise E10000サーバーの)ドメイン。「ホスト」とも呼ばれる。

ハートビート 利用可能なクラスタインターコネクトトランスポートパスすべてに送
信される定期的なメッセージ。指定の間隔および再試行回数の後に
ハートビートがない場合は、別のパスに対するトランスポート通信の
内部フェイルオーバーが引き起こされる。クラスタメンバーへのすべ
てのパスに障害が発生した場合は、CMMによるクラスタ定足数
(quorum)の再評価が行われる。

バックアップグループ 「IPネットワークマルチパスグループ」を参照。

パラレルサービスインス
タンス

個々のノードで実行されるパラレルリソースタイプのインスタンス。

パラレルリソースタイプ クラスタ環境で実行されて、複数の (2つ以上の)ノードによって同時
にマスターできるように実装された、パラレルデータベースなどのリ
ソースタイプ。

汎用リソース 汎用リソースタイプの一部としてリソースグループマネージャの制御
下におかれるアプリケーションデーモンとその子プロセス。

汎用リソースタイプ データサービスのテンプレート。汎用リソースタイプは、単純なアプ
リケーションをフェイルオーバーデータサービス (あるノードで停止
して、別のノードで起動する)にするために使用できる。このタイプ
は、SunPlex APIによるプログラミングを必要としない。

非クラスタモード -x起動オプションによってクラスタメンバーを起動した結果の状態。
この状態では、ノードはクラスタメンバーではなくなるが、引き続き
クラスタノードである。「クラスタメンバー」と「クラスタノード」
も参照。

フェイルオーバー 障害発生後、現在の主ノードから新しい主ノードにリソースグループ
またはデバイスグループを自動的に再配置すること。

フェイルオーバーリソー
ス

リソースの 1つで、その各リソースは、一度に 1つのノードによって
正しくマスターできる。「単一インスタンスリソース」と「スケーラ
ブルリソース」も参照。

フェイルバック 「自動フェイルバック」を参照。

フェイルファースト
(failfast)

無効な操作によって損傷が判明する前に、障害が発生したノードのク
ラスタを正常に終了して移動すること。

負荷均衡 スケーラブルサービスにのみ適用される。アプリケーション負荷をク
ラスタ内のノード全体に分配して、クライアント要求が適宜サービス
されるようにするプロセス。詳細については、60ページの「スケーラ
ブルデータサービス」を参照。
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負荷均衡ポリシー スケーラブルサービスにのみ適用される。アプリケーションが要求し
た負荷をノード間で分配するための推奨される方法。詳細について
は、60ページの「スケーラブルデータサービス」を参照。

プライベートホスト名 クラスタインターコネクトを介してノードと通信するために使用され
るホスト名のエイリアス。

分散ロックマネージャ
(DLM)

共有ディスク Oracle Parallel Server (OPS)環境で使用されるロックソ
フトウェア。DLMを使用すると、異なる複数のノードで実行される
Oracleプロセスが、データベースアクセスの同期をとることができ
る。DLMは、高い可用性を目的として設計されている。プロセスま
たはノードがクラッシュしても、残りのノードを停止して再起動する
必要はない。DLMの高速再構成が実行されて、このような障害から
回復する。

ボリュームマネージャ ディスクのストライプ化、連結、ミラー化、メタデバイスやボリュー
ムの動的成長によってデータの信頼性を提供するソフトウェア製品。

マスター 「主ノード」を参照。

メタデバイス状態データ
ベースの複製 (複製)

ディスクに保存された、すべてのメタデバイスの構成と状態およびエ
ラー条件を記録するデータベース。この情報は、Solstice DiskSuite
ディスクセットの正しい操作に重要であり、複製される。

論理ネットワークインタ
フェース

インターネットアーキテクチャでは、ホストは 1つまたは複数の IPア
ドレスを持つことができる。Sun Clusterソフトウェアは、追加の論理
ネットワークインタフェースを構成して、いくつかの論理ネットワー
クインタフェースと単一の物理ネットワークインタフェース間の
マッピングを確立する。各論理ネットワークインタフェースは単一の
IPアドレスを持つ。このマッピングを使用すると、単一物理ネット
ワークインタフェースが複数の IPアドレスに応答できる。また、こ
のマッピングを使用すると、テイクオーバーやスイッチオーバーのと
きに、ハードウェアインタフェースを追加することなく、IPアドレス
を1つのクラスタメンバーから別のメンバーに移動できる。

リソース リソースタイプのインスタンス。同じタイプの多数のリソースが存在
して、各リソースが独自の名前とプロパティ値を持つため、実際に使
用するアプリケーションの多数のインスタンスをクラスタで実行でき
る。

リソース管理 API
(RMAPI)

クラスタ環境においてアプリケーションの可用性を高める、SunPlex
システムのアプリケーションプログラミングインタフェース。

リソースグループ RGMによって 1つの単位として管理されるリソースの集合。RGMに
よって管理される各リソースは、リソースグループに構成する必要が
ある。通常は、関連性があり相互に依存するリソースがグループ化さ
れる。

リソースグループ状態 ノードのリソースグループの状態。

リソースグループマネー
ジャー (RGM)

クラスタリソースを指定のクラスタノードで自動的に起動、停止する
ことによって、これらのリソースの可用性を高め、スケーラブルにす
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るために使用されるソフトウェア機能。RGMは、構成済みのポリ
シーに従って、ハードウェアまたはソフトウェア障害、あるいは再起
動時に動作する。

リソース状態 指定ノード上でのリソースグループマネージャリソースの状態。

リソースステータス 障害モニターによってレポートされるリソースの状態。

リソースタイプ データサービス、LogicalHostname、SharedAddressクラスタオ
ブジェクトに指定された一意の名前。データサービスリソースタイプ
は、フェイルオーバータイプかスケーラブルタイプのどちらかであ
る。「データサービス」、「フェイルオーバーリソース」、「スケー
ラブルリソース」も参照。

リソースタイププロパ
ティ

RGMによってリソースタイプの一部として保存され、指定タイプの
リソースを記述して管理するために使用されるキーと値のペア。

リソースモニター リソースが正常に実行されているかどうか、およびどのように実行さ
れているかを判別するための定期的な障害検出をリソースに対して実
行する、リソースタイプ実装のオプション部分。

リソース呼び出し ノードで実行されるリソースタイプのインスタンス。ノードで起動さ
れたリソースを表す抽象的な概念。

論理ホスト アプリケーション、ディスクセット、またはアプリケーションデータ
が常駐するディスクグループと、クラスタへのアクセスに使用される
ネットワークアドレスを含む、リソースのセットを表す Sun Cluster
2.0の概念。この概念は、SunPlexシステムには存在しない。この概
念を現在 SunPlexシステムで実装する方法については、40ページ
の「ディスクデバイスグループ」と 68ページの「リソース、リソース
グループ、リソースタイプ」を参照。

論理ホスト名リソース ネットワークアドレスを表す論理ホスト名の集合を含むリソース。論
理ホスト名リソースは、一度に 1つのノードによってのみマスターで
きる。「論理ホスト」も参照。

ローカルディスク 特定のクラスタノードに物理的に接続されたディスク。

ローリングアップグレー
ド

Sun Cluster構成において、1つのクラスタノード上で一度に連続して
実行するアップグレード。ローリングアップグレード中、クラスタは
稼働しており、別のノード上でサービスは継続される。
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